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同
窓
会
会
長

岩　

瀬　

和　

子

同
窓
会
結
成
八
十
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が
れ
た

母
校
愛
の
た
ま
も
の
と
思
い
ま
す
。

永
い
歴
史
と
伝
統
の
中
に

身
を
お
け
た
こ
と

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
先
九
十
周
年
、

百
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
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まえがき 同窓会会長　岩　瀬　和　子
ご挨拶 校　長　浦　部　利　明
総会報告・新年会報告
各期活動報告
同期会開催のご案内
同窓会結成八十周年祝賀会を開催します。
定時評議員会報告
古暮正雄先生と三史会の歩み「慈厳の心」で生涯を全う 第26期　栗　原　啓　右
同窓会結成80周年記念事業「三商同窓会ホームページ」開設他について
同窓会活動、特にホームページ開設準備仲間へ感謝「おかげです」「有難う」の毎日
 第29期　大　川　幹　雄
同窓生交流の場「続バンザイ三商掲示板」 第33期　三井田　充　身
ホームページを活かし同窓会の開催へ 第67期　秋　元　真　一
私の履歴書シリーズ　三商の想い出 第19期　細　田　安　治
三商同窓会八十年の航跡 第26期　古　田　勝　一
エッセイ
　八十八年を生きて 第10期　荻　野　文　雄
　都立三商伝統の教え『おいあくま』について 第19期　木　戸　隆　吉
　スパコン世界一奪還へ 第22期　荻　野　弘　康
　裁判員を体験して 第28期　田　端　　　彰
　卒業文集復刻版を発行する！ 第28期　吉　野　和　敏
　自給自足のために 第29期　亀　田　光　昭
　八十期 第80期　安　藤　沙也香
氷園旅行会　初島クラブ　旅行記 第19期　岡　野　静　夫
「あの夏の合宿」と「2004年の夏」 第33期　佐久間　保　人
広告
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就
職
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
三
月
ま
で
に
内
定
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
多

く
の
企
業
か
ら
信
頼
と
定
評
が
あ
る
三
商
の
強
み
の
一
つ
で

す
。
こ
の
就
職
者
と
は
別
に
、
一
．
一
％
（
二
人
）
の
生
徒

が
公
務
員
試
験
に
合
格
し
、
都
庁
や
区
役
所
に
就
職
し
ま
し

た
。進

学
者
の
内
訳
は
、四
年
制
大
学
が
九
．
九
％（
十
八
人
）、

短
期
大
学
が
二
．
二
％
（
四
人
）、
専
門
学
校
が
十
九
．
九

％
（
三
十
五
人
）
に
な
り
ま
す
。
四
年
制
大
学
進
学
者
の
中

に
は
、
中
央
大
学
商
学
部
、
同
経
済
学
部
、
明
治
学
院
大
学

経
済
学
部
、
日
本
大
学
経
済
学
部
な
ど
へ
の
指
定
校
推
薦
に

よ
る
進
学
者
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
普
通
科
高

校
か
ら
の
一
般
入
試
に
よ
る
進
学
が
容
易
で
は
な
い
名
門
大

学
で
あ
り
、
本
校
で
培
っ
た
商
業
教
育
の
実
力
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

（
３
）
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て

同
窓
会
の
役
員
の
皆
様
か
ら
、在
学
中
の
ク
ラ
ブ
活
動（
部

活
動
）
で
の
ご
活
躍
の
様
子
を
お
聞
き
す
る
た
び
に
、
現
在

ト
ボ
ー
ル
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
ダ

ン
ス
部
の
生
徒
た
ち
は
、
近
隣
の
東
京
海
洋
大
学
の
体
育
館

や
深
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
転
々
と
移
動
し

な
が
ら
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
・
教
職
員
と
も

に
、
改
築
及
び
改
修
工
事
の
完
了
が
待
ち
遠
し
い
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

（
２
）
平
成
二
十
四
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て

少
し
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
三
月

八
日
（
金
）
に
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
で
卒
業
式
を
挙
行
し
、

第
八
十
期
生
一
八
一
人
（
男
子
三
十
八
人
、女
子
一
四
三
人
）

が
第
三
商
業
高
校
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
卒
業
生

の
進
路
状
況
は
、
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
卒
業
生
の
進

路
先
の
大
半
（
五
三
．
〇
％
）
を
占
め
る
の
が
就
職
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校　

長
浦　

部　

利　

明

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
同
窓
会
創
立
八
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
に
あ
た
り
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
第
三
商
業
高
校
の
校
長

の
任
に
あ
る
こ
と
を
心
か
ら
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
皆
様
の
母
校
で
あ
る
第
三
商
業
高
校
の
近

況
に
つ
い
て
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
以
下
の
よ
う
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
校
舎
の
改
築
及
び
改
修
工
事
に
つ
い
て

現
在
の
校
舎
の
う
ち
、
実
習
棟
は
昭
和
四
十
四
年
、
校
舎

棟
、
体
育
館
棟
、
プ
ー
ル
棟
は
昭
和
五
十
七
年
に
完
成
し
ま

し
た
。当
時
は
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
白
亜
の
校
舎
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
年
月
と
と
も
に
傷
み
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
実
習

棟
は
改
築
、
校
舎
棟
、
体
育
館
棟
、
プ
ー
ル
棟
は
改
修
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
九
月
か
ら
工
事
が
始
ま

り
、
竣
工
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
体
育
館
棟
が
平
成
今
年
の

八
月
、
実
習
棟
と
校
舎
棟
、
プ
ー
ル
棟
が
平
成
二
十
六
年
四

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
豊
洲
橋
に
面
し
て
新
築
さ

れ
る
四
階
建
て
の
実
習
棟
の
最
上
階
に
は
、
写
真
の
よ
う
に

モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
オ
フ
ィ
ス
を
模
し
た
総
合
実
践
室
が
つ

く
ら
れ
、
東
京
証
券
取
引
所
の
よ
う
に
階
上
の
廊
下
か
ら
ガ

ラ
ス
越
し
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

生
徒
た
ち
は
現
在
、
校
門
付
近
の
校
庭
に
建
て
ら
れ
た
Ｌ

字
型
の
仮
設
校
舎
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
校

庭
は
従
前
の
約
七
十
％
の
面
積
し
か
確
保
で
き
ず
、
さ
ら
に

工
事
中
の
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
体
育
の
授
業
や

部
活
動
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
バ
ス
ケ
ッ

ご　

挨　

拶
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第
三
十
期　

藤　

倉　

久　

雄

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日
（
土
曜
日
）
両
国
ザ
・
ホ

テ
ル
ベ
ル
グ
ラ
ン
デ
三
階
「
ジ
ャ
ル
ダ
ン
」
に
於
い
て
、
午

後
四
時
か
ら
五
十
四
名
の
出
席
を
頂
き
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

総
会
報
告
・
新
年
会
報
告

会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
結
果
、
こ

こ
数
年
間
中
断
し
て
い
た
夏
休
み
中
の
部
活
動
合
宿
が
復
活

し
、
七
月
末
に
は
サ
ッ
カ
ー
部
が
茨
城
県
波
崎
町
に
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
千
葉
県
白
子
町
で
合
宿
を
す
る
と
こ
ろ

ま
で
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
徒
か

ら
の
熱
い
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
同
好
会
と
ラ
ク
ロ
ス
同
好
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
練
習
場
所
の
確
保
や
顧
問
教
諭
の
配
置
に
腐
心
し
な

が
ら
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
が
北
海
道
夕
張
市
の
財
政
再
建
を
支
援
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
校
の
生
徒
会
を
中
心
に
「
ゆ
う
ば
り

応
援
団
」
と
い
う
名
称
で
、
近
隣
の
祭
礼
や
イ
ベ
ン
ト
で
夕

張
メ
ロ
ン
を
原
料
に
し
た
ゼ
リ
ー
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
の
物

産
の
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
徒
が
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
ロ
ゴ
の
入

っ
た
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
青
い
法
被
を
着
て
販
売
し
て
い
る

と
、
三
商
に
縁
の
あ
る
方
々
や
さ
ら
に
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
に

と
っ
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
社
会
貢
献
を
同
時
に
学
べ

る
機
会
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

創
立
八
十
六
年
目
を
迎
え
た
第
三
商
業
高
校
で
は
、
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
を
よ
い
方
向
に
成
長
さ
せ
よ
う
と

尽
力
し
て
い
ま
す
。
素
直
な
生
徒
た
ち
は
、
そ
う
し
た
教
職

員
の
熱
い
期
待
に
応
え
よ
う
と
勉
強
や
部
活
動
、
そ
し
て
進

路
活
動
に
励
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
子
を
地
域
住
民

の
方
々
を
は
じ
め
広
く
都
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
第
三
商

業
高
校
を
誰
も
が
憧
れ
る
素
晴
ら
し
い
学
校
に
発
展
さ
せ
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
や
生
徒
た
ち
の
成
長
を

暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

の
部
活
動
の
活
性
化
が
大
き
な
教
育
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
校
舎
の
改
築
及
び
改
修
工
事
に
と
も
な
い
、
十

分
な
練
習
場
所
や
練
習
日
程
が
確
保
で
き
ず
、
運
動
部
を
中

心
に
部
活
動
に
も
か
げ
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

若
手
の
教
員
を
中
心
と
な
っ
て
生
徒
の
部
活
動
を
鼓
舞
し
、

新
た
な
部
員
を
勧
誘
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら

部
員
数
も
増
加
し
、
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
放
課
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
土
日
も
校
庭
か
ら

生
徒
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
例

を
あ
げ
る
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
男
女
あ
わ
せ
て
部

員
が
四
十
人
に
達
す
る
勢
い
で
あ
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は

新
入
生
を
中
心
に
二
十
人
を
超
え
る
部
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
硬
式
野
球
部
の
部
員
は
十
四
人
に
達
し
、
夏
の
大

「二番煎じ」を演ずる金原亭馬生師匠（第33期）
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の
同
窓
会
活
動
に
対
す
る
「
学
校
へ
の
恩
返
し
」
と
言
う
言

葉
に
感
激
し
同
窓
会
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。二

十
六
期
古
田
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
っ
た
新
年
会
は
、
卒

業
期
別
に
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
方
が
お
話
す
る
機
会
が
あ

り
、
大
先
輩
達
が
学
校
時
代
の
思
い
出
や
近
況
を
お
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
番
感
激
し
た
こ
と
は
皆
さ
ん
が
三
商
に
入

学
し
て
、
卒
業
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。人

生
の
な
か
の
た
っ
た
三
年
し
か
過
ご
さ
な
か
っ
た
三
商

生
時
代
が
こ
ん
な
に
意
義
の
あ
る
時
間
だ
っ
た
こ
と
を
再
認

識
し
た
一
日
で
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
金
原
亭
馬
生
師
匠
に
よ
る
落
語
を
聴

く
。
馬
生
師
匠
は
三
商
出
身
（
三
十
三
期
）
本
名
佐
竹
守
、

中
央
区
木
挽
町
の
出
身
。
歌
舞
伎
座
の
裏
の
方
で
当
然
な
が

ら
子
供
の
こ
ろ
か
ら
歌
舞
伎
の
名
人
芸
を
見
て
い
る
は
ず

で
、落
語
家
と
し
て
も
江
戸
っ
子
の
心
意
気
を
今
に
伝
え
る
、

今
ま
さ
に
油
が
の
っ
て
い
る
一
人
。
ご
自
身
も
「
明
る
く
上

品
な
江
戸
前
の
芸
風
」
を
目
指
す
と
語
っ
て
い
る
。
本
日
の

演
目
は
「
二に

番ば
ん

煎せ
ん

じ
」。
火
の
番
の
夜
回
り
し
た
旦
那
衆
が

番
所
へ
内
緒
で
持
ち
込
ん
だ
酒
を
呑
ん
で
い
る
と
役
人
が
回

っ
て
き
た
の
で
「
風
邪
薬
だ
」
と
言
い
訳
を
す
る
（
落
語
の

あ
ら
す
じ
よ
り
）。
明
る
く
端
正
な
実
力
派
の
落
語
に
拍
手

が
鳴
り
や
ま
な
か
っ
た
。

第
二
部
と
し
て
懇
親
会
に
移
り
副
会
長
尾
坂
富
美
子

（
二
十
四
期
）
の
乾
杯
の
御
発
声
で
一
時
間
余
旧
交
を
あ
た

た
め
、
副
会
長
、
篠
崎
清
（
二
十
二
期
）
の
閉
会
の
挨
拶
、

最
後
に
恒
例
の
校
歌
、
応
援
歌
を
合
唱
し
盛
況
裡
に
幕
を
閉

じ
た
。

第
三
十
三
期　

藤　

森　
　
　

怜

二
〇
一
三
年
二
月
九
日
（
土
曜
日
）　

両
国　

ザ
・
ホ
テ

ル
ベ
ル
グ
ラ
ン
デ
に
て
三
商
同
窓
会
新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
来
賓
の
都
立
三
商
浦
部
校
長
、
大
沢
都
議
他
十
九
期

か
ら
四
十
九
期
ま
で
の
五
十
三
名
の
同
窓
生
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

私
は
同
窓
会
の
行
事
に
初
め
て
参
加
を
し
ま
し
た
。
同
期

の
仲
間
と
は
門
仲
で
飲
み
歩
い
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
、

後
輩
の
三
商
生
と
も
付
き
合
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
同
窓
会

行
事
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
の
が
事
実
で
し
た
。
昨
年

十
一
月
の
同
窓
会
総
会
に
三
十
三
期
同
期
生
の
「
金
原
亭
馬

生
」
師
匠
が
出
演
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
先
輩
方

司
会
は
伊
澤
宏
祐
（
二
十
八
期
）。
鷲
嘉
雄
（
二
十
八
期
）

の
開
会
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
、
ま
ず
岩
瀬
和
子
（
二
十
六

期
）
の
会
長
挨
拶
「
三
商
も
女
子
が
多
く
な
り
は
じ
め
て
の

女
性
会
長
と
し
て
今
後
も
頑
張
り
た
い
」
と
語
り
次
に
「
来

年
（
二
十
五
年
）
は
同
窓
会
八
十
周
年
記
念
に
あ
た
り
懸
案

で
あ
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
準
備
中
で
、
出
来
上
が
っ
た
後

に
は
是
非
活
用
を
し
て
頂
き
益
々
活
性
化
を
は
か
り
た
い
」

と
力
強
く
挨
拶
。

次
に
来
賓
と
し
て
大
澤
昇
都
議
、
今
ま
で
も
三
商
の
建
て

替
え
等
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
三
商
の
存
在
意
識

に
ふ
れ
「
今
後
も
お
役
に
た
ち
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

事
務
局
長
の
杉
本
光
男
（
二
十
六
期
）
か
ら
一
年
間
の
主

な
事
業
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
今
回
の
総
会
で
特
別
記
念

講
演
の
ご
協
力
を
頂
い
た
、
金
原
亭
馬
生
師
匠
に
岩
瀬
会
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。
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第
十
期　

荻　

野　

文　

雄

第
十
回
十
期
や
そ
じ
会
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
平
成
二
十
五

年
五
月
二
十
四
日
正
午
、
上
野
公
園
下
の
精
養
軒
３
１
５
３

（
サ
イ
ゴ
ー
サ
ン
）
店
で
開
催
し
た
。
荻
野
が
司
会
、
福
田

世
話
人
の
挨
拶
、
物
故
会
員
の
冥
福
を
祈
っ
て
黙
禱
、
小
池

君
の
乾
杯
音
頭
で
開
宴
。

各
期
活
動
報
告

第
十
七
期　

飯　

田　

幸　

男

こ
の
一
年
の
行
事
報
告

校
歌
祭
、
忘
年
会
、
グ
ル
メ
の
会
と
例
年
同
様
の
行
事
を

行
っ
た
。
加
齢
と
と
も
に
参
加
人
員
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が

固
定
化
し
た
。
酒
量
も
減
り
忘
年
会
よ
り
も
グ
ル
メ
の
会
の

方
が
集
ま
り
が
良
い
。
今
回
も
十
四
名
。
関
西
の
林
兄
、
脚

の
不
自
由
を
お
し
て
の
中
島
兄
、
昨
年
五
十
数
年
ぶ
り
に
参

加
の
内
山
兄
今
回
も
介
護
の
人
と
と
も
に
集
ま
っ
て
く
れ

た
。い

つ
も
の
幹
事
の
同
窓
会
報
告
も
マ
ン
ネ
リ
化
の
傾
向
な

の
で
今
回
は
内
山
兄
に
グ
ル
メ
の
会
の
感
想
文
を
お
願
い
し

た
。『

同
期
会
は
四
月
十
三
日
（
土
）
門
仲
の
中
華
料
理
店
「
華

福
寿
」料
理
は
旨
い
し
酒
の
味
も
良
い
。
銘
柄
は
解
ら
な
い
。

兎
に
角
料
理
と
合
う
。
幹
事
の
飯
田
君
は
下
戸
で
知
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
皆
の
顔
は
六
十
年
前
と
変
わ
ら
ず
直
ぐ
に

昔
の
面
影
を
思
い
出
す
。
で
も
賑
や
か
な
顔
が
見
え
な
い
と

寂
し
い
。
幹
事
さ
ん
は
大
変
で
す
が
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。
兎
に
角
女
性
が
居
な
い
の
が
良
い
。（
原
文
の
ま
ま
）』

こ
の
一
年
幸
い
に
訃
報
に
接
し
な
い
。

こ
の
穏
や
か
な
日
々
が
永
く
続
く
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

最
後
の
例
会
と
あ
っ
て
近
況
、
回
想
な
ど
自
由
に
語
っ
て

も
ら
っ
た
。
戦
時
下
の
越
中
島
で
学
ん
だ
紅
顔
の
健
児
は
、

星
霜
七
十
余
年
、
白
髪
禿
頭
の
老
爺
と
成
り
、
動
作
も
鈍
く

な
っ
た
。
然
し
、
人
生
の
年
輪
を
刻
ん
だ
夫
々
の
風
貌
に
味

わ
い
が
あ
り
、
話
し
に
掬
す
者
あ
り
、
笑
い
が
絶
え
な
か
っ

た
。心

が
和
ん
だ
三
時
間
、
名
残
り
を
惜
し
ん
で
閉
会
。

出
席
者　

十
二
名

飯
島
武
敏
、
石
川
喜
一
郎
、
岩
崎
功
、
加
瀬
善
太
郎
、

小
池
善
四
郎
、
加
島
精
四
郎
、
小
西
康
義
、
福
田　

猛
、

帆
足　

誠
、
松
下
義
雄
、
山
田
澤
三
、
荻
野
文
雄

三
商
十
期
の
会
合
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）

五
月
、
故
石
川
保
君
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
発
足
し
た
『
十

期
会
』
を
嚆
矢
と
す
る
。
大
正
十
三
年
生
ま
れ
が
傘
寿
に
達

し
た
平
成
十
五
年
を
以
て
解
散
し
た
。

旧
友
交
歓
を
惜
し
む
声
に
福
田　

猛
君
が
応
え
、
常
連
が

会
食
す
る
場
と
し
て
、
平
成
十
六
年
に｢

十
期
や
そ
じ
会｣

を
設
立
。
大
正
十
三
年
生
ま
れ
が
卒
寿
を
迎
え
た
本
年
を
以

て
閉
幕
と
し
た
。

顧
れ
ば
青
壮
老
の
六
十
一
年
、
毎
春
に
親
睦
を
重
ね
た
例

会
、
薫
陶
を
う
け
た
今
村
直
人
・
清
田
榮
一
両
先
生
の
墓
参

会
、
恩
師
の
長
寿
祝
賀
会
、
戦
争
の
記
録
を
収
め
た｢

十
期

会
報｣
の
発
行
等
、
三
商
同
期
会
と
し
て
特
筆
す
べ
き
諸
活

動
を
実
施
し
て
来
た
。

原
動
力
は
福
田
・
石
川
両
兄
の
人
望
と
努
力
に
負
う
所
が

大
き
い
。
歴
代
の
十
期
会
世
話
人
も
熱
意
を
受
け
継
い
だ
。

｢

十
期
会
報｣

を
企
画
し
編
集
に
情
熱
を
注
い
だ
故
山
崎
順

三
君
、補
佐
し
た
故
五
島 
彪
君
の
存
在
も
忘
れ
難
い
。多
謝
。
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第
二
十
六
期　

杉　

本　

光　

男

二
十
六
期
の
同

期
会
は
、
還
暦
を

迎
え
た
時
か
ら
毎

年
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
、
一
組
か

ら
順
に
当
番
幹
事

に
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
九
ク
ラ
ス

が
一
回
り
し
て
、

今
年
は
四
組
が
当

番
で
し
た
。

平
成
二
十
五
年

六
月
十
五
日（
土
）

亀
戸
の
「
ア
ン
フ

ェ
リ
シ
オ
ン
」（
旧

日
本
平
安
閣
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
例
年

八
十
人
か
ら
九
十
人
ぐ
ら
い
の
参
加
者
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
八
割
ぐ
ら
い
が
常
連
さ
ん
で
す
。
お
互
い

に
「
ま
だ
ま
だ
若
い
よ
な
」
と
言
い
合
っ
て
い
ま
す
が
、
本

音
は
相
当
ガ
タ
が
き
て
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
帰
り
が
遅
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
り
た
い
と

の
声
が
多
く
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
十
二
時
か
ら
の
開
宴
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
話
題
は
、
病
気
の
事
、
薬
の
事
、
物
忘

れ
の
事
、
孫
の
事
が
多
く
、
そ
し
て
遊
び
の
事
、
旅
行
の
事

等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
話
を
し
て
、
校
歌
、
応
援
歌
を
声
高
ら

か
に
歌
い
散
会
に
な
り
ま
し
た
。

二
次
会
に
行
き
ま
し
た
が
、
二
次
会
が
終
わ
っ
て
出
て
き

て
も
ま
だ
日
が
高
く
、昔
で
は
考
え
ら
れ
な
い
情
景
で
し
た
。

結
局
明
る
い
う
ち
に
ご
帰
還
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

う
ち
で
は
ど
う
か
し
た
の
か
、
調
子
が
悪
か
っ
た
の
か
と
変

な
心
配
を
さ
れ
ま
し
た
。

ん
二
名
の
司
会
で
尾
口
一
良
君
が
元
気
に
乾
杯
を
行
い
、
開

宴
第
一
部
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら

個
々
の
顔
写
真
を
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
転
写
し
、
旧
姓
を
胸

に
下
げ
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
作
製
は
三
十
三

期
の
佐
々
間
保
人
先
輩
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
報
告

し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
部
は
一
学
年
時
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
毎
に
テ
ー
ブ
ル
で

歓
談
タ
イ
ム
。
こ
こ
で
在
学
時
の
ス
ラ
イ
ド
（
会
で
保
管
）

と
幹
事
が
想
い
出
の
写
真
を
持
ち
寄
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
た

物
を
映
写
し
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
在
校
時
の
自
分
が

居
り
、
仲
間
が
い
る
の
で
懐
か
し
い
喜
び
が
会
場
に
拡
が
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
学
年
時
編
成
に
テ
ー
ブ
ル
を
移
動
・

歓
談
タ
イ
ム
。
そ
し
て
恒
例
の
ク
ラ
ス
毎
の
記
念
撮
影
。
恩

師
に
は
全
ク
ラ
ス
に
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
た
仲
間
も
若
い
時

と
比
べ
る
と
男
女
共
に
貫
録
が
あ
る
よ
う
で
す
。

開
宴
第
二
部
、
三
学
年
時
の
ク
ラ
ス
毎
に
テ
ー
ブ
ル
で

歓
談
。
一
、二
学
年
の
時
よ
り
落
ち
着
い
て
、
よ
り
和
や
か

な
歓
談
タ
イ
ム
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
三
商

三
十
四
期　

昔
と
今
」
で
は
、
在
校
時
の
行
事
か
ら
現
在
の

三
商
校
舎
を
映
写
し
ま
し
た
が
、
歓
声
が
上
が
っ
た
の
は
や

は
り
、
若
い
と
き
の
自
分
・
若
い
と
き
の
仲
間
が
画
面
に
映

し
出
さ
れ
た
時
で
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
近
づ
き
、
恩
師

よ
り
の
挨
拶
・
恩
師
へ
の
記
念
品
贈
呈
の
後
、
出
席
者
全
員

で
校
歌
・
応
援
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。
壇
上
で
は

女
性
二
名
を
含
む
七
名
が
応
援
歌
の
振
り
を
元
気
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
し
た
。

村
田
伊
豆
生
君
が
閉
会
の
辞
を
行
い
、
同
期
会
は
終
宴
と

な
り
ま
し
た
が
、恩
師
三
名
を
含
む
百
十
名
が
二
次
会
会
場
、

両
国
駅
「
花
の
舞
」
に
再
び
集
い
、
同
期
の
和
の
強
い
事
を

改
め
て
感
じ
る
事
が
出
来
た
一
日
で
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
の
第
三
回
同
期
会
か
ら
第
八
回
の
同
期
会

幹
事
は
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
い
て
い
る

幹
事
で
す
。お
互
い
に
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
大
変
心
強
く
、

次
回
も
元
気
に
共
に
楽
し
い
同
期
会
を
開
催
し
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、出
席
者
の
方
に
持
ち
帰
っ
て
頂
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

笹
木
功
吉
幹
事
長
と
娘
さ
ん
が
大
変
手
間
を
掛
け
て
創
ら
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

第
三
十
四
期　

三　

川　

廣　

志

平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
（
土
）
五
時
三
十
分
よ
り
、
第

一
ホ
テ
ル
両
国｢

清
澄｣

に
て
、
第
三
十
四
期 

第
八
回
同

期
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
同
期
生
百
三
十
四
名
、
恩
師
五

名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
木
村
友
江
さ
ん
・
荘
司
和
子
さ
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第
四
十
九
期　

岩　

瀬　

茂　

幸

一
九
八
二
年
春
、
時
計
台
の
下
か
ら
巣
立
つ
最
後
の
卒
業

生
と
し
て
、
越
中
島
を
後
に
し
て
は
や
三
十
年
が
経
ち
、
今

更
な
が
ら
に
過
ぎ
去
っ
た
星
霜
の
刹
那
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
お
互
い
に
顔
を
合
わ
す
の
も
十
年
ぶ
り
に
、

平
成
二
十
四
年
十
月
七
日
、
通
算
三
回
目
の
同
期
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
私
も
縁
が
あ
り
、
今
回
の
同
期
会
か
ら
幹
事
と

し
て
微
力
な
が
ら
尽
力
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
同
期
会
は
昨
今
の
状
勢
に
倣
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
も
駆
使
し
た
結
果
、
三
百
九
十
四
名
の
卒
業
生
か
ら

六
十
三
名
の
出
席
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
五
名
の
先
生
方
も

お
忙
し
い
中
、
ま
た
遠
く
か
ら
も
駆
け
つ
け
て
頂
き
、
そ
の

元
気
な
お
姿
と
、
懐
か
し
さ
に
多
く
の
同
期
生
が
感
激
、
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
岩
瀬
会
長
、
土
方
副
会
長
直
々
に
ご
臨
席
を
賜

り
ま
し
た
事
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

十
年
一
昔
と
は
言
い
ま
す
が
、
我
々
の
同
期
会
も
十
年
ご

と
に
行
わ
れ
、
い
さ
さ
か
前
回
か
ら
間
隔
が
開
い
て
し
ま
う

事
で
、
幹
事
会
の
事
前
打
合
せ
で
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
仲

間
た
ち
に
連
絡
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
前
回
の
同
期
会
か
ら
も
住
所
は
不
明
の
者
が
七
十
名
近

く
も
居
り
、
ど
の
よ
う
に
多
く
の
仲
間
た
ち
に
連
絡
を
つ
け

ら
れ
る
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

さ
て
当
日
、
十
年
前
と
同
じ
銀
座
の
パ
ー
テ
ィ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
に
集
ま
っ
た
旧
友
た
ち
は
、
そ
の
再
会
を
充
分
に
楽
し

ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
思
え
ば
二
十
八
歳
時
の
第
一
回

は
よ
う
や
く
社
会
人
と
し
て
一
人
前
の
体
に
な
り
、
ぼ
ち
ぼ

ち
家
庭
を
持
ち
、
新
米
親
と
し
て
歩
み
始
め
た
頃
。
第
二
回

は
三
十
八
歳
、
子
ど
も
を
持
つ
者
の
多
く
は
お
金
も
手
間
も

か
か
る
時
期
を
迎
え
、
自
身
も
長
く
続
く
不
況
に
生
き
て
い

く
の
に
精
一
杯
な
頃
。
目
前
に
五
十
路
を
控
え
た
今
回
、
や

ま
し
た
。

会
場
の
場
所
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
よ
う
で
、
何
名
か
は

到
着
が
多
少
遅
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
、
七
組
幹
事

田
中
丈
司
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
開
宴
し
、
三
十
五
期
代
表
幹

事　

長
谷
川　

誠
さ
ん
の
開
会
の
挨
拶
、
三
商
同
窓
会
結
成

八
十
年
を
記
念
し
て
ご
来
駕
い
た
だ
い
た
同
窓
会
長　

岩
瀬

和
子
様
に
よ
る
ご
祝
辞
・
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。

次
に
二
組
幹
事 

谷 

泰
一
さ
ん
の
乾
杯
発
声
で
歓
談
タ
イ

ム
に
入
り
ま
し
た
。
恒
例
通
り
の
ク
ラ
ス
毎
に
分
か
れ
た
席

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
生
の
昔
に
戻
り
、
和
気
藹
藹
と

会
話
が
盛
り
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。
や
が
て
あ
の
人
は
今

日
来
て
る
だ
ろ
う
か
、
あ
の
人
は
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

と
、
ク
ラ
ス
の
垣
根
を
越
え
て
他
ク
ラ
ス
の
同
期
生
た
ち
と

も
解
け
合
い
時
間
が
流
れ
て
行
き
ま
し
た
。

久
し
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
友
人
と
再
会
で
き
、
語
ら
う

こ
と
が
で
き
る
同
期
会
。
二
時
間
は
短
す
ぎ
る
、
ほ
と
ん
ど

話
が
で
き
な
か
っ
た
と
お
叱
り
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
次

回
が
五
年
後
だ
な
ん
て
先
過
ぎ
る
と
い
う
声
が
一
部
に
あ
り

ま
し
た
の
で
、
来
年
か
ら
は
今
回
ま
で
四
～
五
年
毎
に
開
催

し
て
き
た
同
期
会
を
毎
年
開
催
に
切
り
替
え
た
い
と
検
討
中

で
す
。

各
ク
ラ
ス
幹
事
の
熱
心
な
住
所
録
の
掘
り
起
こ
し
に
よ

り
、
今
回
初
の
参
加
者
が
十
名
近
く
あ
り
喜
び
と
熱
気
に
包

ま
れ
な
が
ら
閉
会
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
八
組
幹
事　

宮

下
恵
介
さ
ん
の
閉
会
の
挨
拶
、
同
じ
く
八
組
幹
事　

桑　

真

一
さ
ん
の
音
頭
で
全
員
で
三
商
応
援
歌
歌
唱
、
一
本
締
め
、

元
写
真
部
九
組
幹
事　

篠
崎　

功
さ
ん
に
よ
る
記
念
写
真
撮

影
と
続
き
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
十
五
期
生
の
皆
様
、
ご
協
力
の
程
、
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
後
日
談
に
よ
れ
ば
、
二
次
会
は
半
数
近
く
が

同
期
生
バ
ン
ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
、
ま
た
、
残
り
の

方
々
は
ク
ラ
ス
毎
に
三
次
会
、
四
次
会
と
遅
く
ま
で
楽
し
ま

れ
た
よ
う
で
す
。

卒
業
生
四
六
三
名
（
物
故
者
二
四
名
、
住
所
不
明
者
八
一

名
、
住
所
判
明
者
三
五
八
名
）

最
後
に
同
窓
会
長 

岩
瀬
和
子
様
よ
り
ご
祝
儀
を
、
ま
た
、

二
十
九
期
生
同
窓
会
理
事　

大
川
幹
雄
様
よ
り「
ラ
イ
オ
ン
」

の
株
主
優
待
券
を
頂
き
ま
し
た
。
当
紙
面
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
三
十
五
期　

高　

桑　

孝　

一

四
十
五
年
前
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
に
第
三
十
五
期

四
六
三
名
（
男
子
二
四
五
名
、
女
子
二
一
八
名
）
が
卒
業
し

た
の
を
記
念
し
て
第
五
回
目
の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十
九
日
、
十
二
時
よ
り
、
新
橋
「
ビ

ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
汐
留
」
に
て
参
加
者
は
一
〇
七
名

で
し
た
。
一
週
間
前
か
ら
天
気
予
報
が
気
に
な
り
始
め
、
当

日
開
催
日
は
雨
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
近
づ
い
て

来
る
に
つ
れ
て
予
報
が
改
善
さ
れ
、
当
日
は
お
蔭
様
で
時
々

薄
日
が
も
れ
る
初
夏
、
新
緑
の
気
持
ち
の
良
い
一
日
と
な
り
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っ
と
落
ち
着
い
て
昔
を
振
り
返
る
事
が
で
き
る
様
な
気
が
し

ま
す
。
長
引
く
不
況
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
が
。

と
こ
ろ
で
、
私
だ
け
が
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
旧
友
た

ち
は
押
し
な
べ
て
若
々
し
く
感
じ
ま
す
。十
代
の
頃
を
知
り
、

そ
の
面
影
が
実
際
は
年
輪
を
刻
ん
だ
そ
の
顔
に
、
ダ
ブ
っ
て

見
え
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
仲
間
た
ち
に
差
を
つ
け
よ
う
と
、
み
な
若
作
り
に
励
ん

で
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
両
方
で
は
な
い
か
と

推
察
し
て
い
ま
す
。同
じ
事
が
先
生
方
に
も
言
え
ま
す
。我
々

が
五
十
路
手
前
な
の
で
す
か
ら
、
先
生
方
も
ご
高
齢
に
な
る

わ
け
で
す
が
、
矍か

く

鑠し
ゃ
く

と
し
た
岩
瀬
先
生
の
お
姿
、
ど
ち
ら
が

生
徒
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
若
々
し
い
矢
田
ヶ
谷
先
生
、
今
で

も
生
徒
た
ち
の
手
本
と
な
る
べ
き
姿
を
示
し
て
く
れ
て
い
る

の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
つ
の
日
も

楽
し
い
宴
の
時
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
。
皆
が
集
ま
っ
た
午

後
一
時
未
だ
昼
時
分
だ
っ

た
銀
座
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
引
き
続
き
参
加
し
て

く
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
の
二
次
会
を
終
え
る
頃

に
は
、
す
っ
か
り
夜
の
街

に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
顔
も
名
残
惜
し
さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら
、
次
回
は
近
い
時

期
で
の
再
会
を
約
束
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
中
へ
三
々

五
々
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
ま
で
十
年
サ
イ
ク
ル
だ
っ
た
私
た
ち
の
同
期
会
で
す

が
、
前
述
の
よ
う
に
落
ち
着
け
る
年
代
に
な
っ
た
事
と
、
年

を
取
っ
た
せ
い
か
、
若
き
日
を
思
い
起
こ
す
旧
友
と
の
繋
が

り
を
以
前
よ
り
強
く
求
め
る
希
望
も
あ
り
、
次
回
は
一
年
半

後
の
平
成
二
十
六
年
一
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。今

回
、
事
情
で
来
ら
れ
な
っ
た
人
や
連
絡
の
つ
か
な
か
っ

た
人
、
次
回
は
も
っ
と
多
く
の
仲
間
た
ち
を
集
め
ら
れ
る
よ

う
に
幹
事
会
は
今
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

同
期
会
幹
事　

篠　

崎　
　

清

同
期
会
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

平
成
十
八
年
に
古
希
の
会
を
八
十
一
名
の
参
加
で

開
催
し
、
平
成
二
十
三
年
に
は
七
十
五
歳
祝
賀
会
を

五
十
一
名
の
ご
出
席
を
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で
今
年
は
喜
寿
と
い
う

一
区
切
り
の
年
を
迎
え
る
こ
と
に
成
り
ま
し
た
。

世
間
で
は
後
期
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
事
が
多
く
な

り
ま
し
た
が
、
此
処
ま
で
元
気
で
或
い
は
精
一
杯
で

も
何
と
か
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
事
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。

そ
こ
で
幹
事
会
で
相
談
し
て
喜
寿
祝
賀
会
を
開
く

事
と
成
り
ま
し
た
。
会
場
も
同
期
の
皆
川
君
の
ホ
テ

ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

同
期
の
皆
さ
ん
に
は
連
絡
の
取
れ
る
全
員
に
、
後

日
事
務
局
よ
り
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
参
加
し
て
戴
け
れ
ば
き
っ
と
懐
か
し

い
旧
友
と
の
再
会
も
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

記

日　

時　
　

平
成
二
十
五
年
十
月
十
九
日
（
土
）

受　

付　
　

午
後
十
二
時
三
十
分
よ
り

開　

会　
　

午
後
一
時

会　

場　
　

船
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
船
橋
駅　

北
口
三
分

電　

話　
　

〇
四
七
ー
四
二
五
ー
一
一
二
一

会　

費　
　

一
万
円
也

開催日時　　平成２５年１０月２７日（日）　　12：00 ～ 14：00

会　　場　　銀座「三笠会館」　中央区銀座5-5-17　　℡ 03-3571-8181

会　　費　　７，０００円/ １人（ビュッフェスタイル・フリードリンク）

代表　福 原 伸 行
電話　048-295-1827
携帯　070-6945-5332
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第
二
十
九
期
会
長　

二
組　

大　

川　

幹　

雄

同
期
会
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
、
当
同
期
会
も
半
世

紀
以
上
の
永
き
に
亘
る
交
友
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

は
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
と
ク
ラ
ス
幹
事

の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
二
十
九
期
の
皆
様
は
古
希
の
年
を
迎
え
ら

れ
、
こ
れ
を
機
に
会
員
相
互
の
健
勝
を
祝
し
、
交
流

を
更
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
古
希
祝
賀
、
第

十
三
回
同
期
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念

す
べ
き
同
期
会
に
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
明
る
く
元
気
に
温
故
知
新
、
更
な
る
長
命
を
誓

い
合
い
、
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
と
存

じ
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
七
日
（
日
）

十
三
時
開
会

会
場
：「
ラ
イ
オ
ン
銀
座
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」

（
前
回
と
は
変
更
）

住
所
：
東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
九
番
二
号

銀
座
ラ
イ
オ
ン
ビ
ル
六
階

会
費
：
男
性 

八
五
〇
〇
円
、
女
性 

七
五
〇
〇
円

（
会
費
に
は
当
日
会
費
の
ほ
か
、
同
期
会
費
二
年
分

お
よ
び
写
真
代
三
〇
〇
円
を
含
む
）

詳
し
い
ご
案
内
及
び
参
加
申
し
込
み
の
要
領
他
を

八
月
中
に
各
会
員
登
録
先
へ
送
付
い
た
し
ま
す
。

最
近
は
二
年
置
き
に
開
催
致
し
、
毎
回
恩
師
お
よ

び
百
名
を
超
え
る
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
和
気

藹
藹
と
楽
し
い
会
合
で
あ
り
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

な
お
今
回
ご
参
加
不
可
能
な
場
合
に
は
同
期
会
費

の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

以　

上

１９６３年４月（昭和３８年）１年６組　吉岡先生クラス
３３期卒の皆さん
今年が三商入学５０周年だったってご存知でしたか？
４年に一度の同期会は　来年４月に開催予定です。
詳細は同窓会ホームページ tcsaa.jp で

３３期卒の方のお店です。ご利用ください。

祝

３年２組　藤岡　拓 江戸政　寿司店　江東区東砂 03-3648-2737 ３年８組　高木　利夫 うなぎ川勇　墨田区石原 03-3622-5592

３年３組　野口　隆 うなぎ・やきとりの店　江戸川区新堀 03-3678-8535 ３年８組　前田　領市 鳥末　惣菜店　深川牡丹 03-3643-4129

３年５組　田村　幸司 田村　日本蕎麦店　福生市 042-553-4146 ３年８組　古山　宏之 ロータス　喫茶店　日本橋髙島屋裏 03-3271-8655

３年８組　長濱　英行 喜楽　中華店　亀戸天神そば 03-3681-0563 ３年８組　坂口　保夫 どんどん亭　お好み焼き店　森下 03-3635-4823

同
窓
会
結
成
八
十
周
年

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

第
二
十
一
回
東
京
校
歌
祭
は
平
成
二
十
五
年
十
月
五

日（
土
曜
日
）日
比
谷
公
会
堂
に
て
開
催
予
定
で
す
。尚
、

日
比
谷
公
会
堂
は
近
々
大
改
修
の
予
定
が
あ
り
ま
す
の

で
、
卒
業
生
の
皆
様
に
は
こ
の
機
会
に
是
非
参
加
を
頂

き
、
百
名
の
声
を
合
わ
せ
校
歌
・
応
援
歌
を
声
高
ら
か

に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

校
歌
祭
終
了
後
は
、
会
場
を
近
く
に
移
し
、
参
加
者

一
同
と
同
窓
会
結
成
八
十
周
年
祝
賀
会
を
盛
大
に
祝
い

ま
す
。

尚
、
祝
賀
会
々
場
の
席
は
二
百
名
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

個室宴会　日本料理　吉
き ち

乃
の

翔
しょう

〒104-0061 東京都中央区銀座6-2-2
DAIWA銀座ビルＢ2Ｆ
TEL：03-3572-5222
http://www.umaimise.co.jp/kitinosho/

日時　10月５日（土）
　　　午後５時

会費　3,000円
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平
成
二
十
五
年
五
月
十
一
日
（
土
）
午
後
五
時
半
よ
り
、

す
み
だ
産
業
会
館
九
階
会
議
室
四
に
於
い
て
、
平
成
二
十
四

年
度
の
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

定
刻
に
な
り
伊
澤
宏
祐
（
二
十
八
期
）
氏
の
司
会
で
始
ま

り
、
篠
崎　

清
（
二
十
二
期
）
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続

い
て
岩
瀬
和
子
（
二
十
六
期
）
会
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
杉
本

光
男
（
二
十
六
期
）
事
務
局
よ
り
、
定
足
数
が
満
た
さ
れ
評

議
員
会
は
成
立
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
、
議
長
選
出
に
つ
い

て
は
司
会
者
一
任
と
の
声
に
よ
り
、
会
則
に
従
い
出
席
評
議

員
の
中
よ
り
、
今
泉　

清
（
三
十
一
期
）
氏
を
指
名
、
異
議

な
く
議
案
審
議
に
入
る
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
前
年
度
承
認
さ
れ
た
二
十
四

年
度
事
業
計
画
案
は
す
べ
て
実
行
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ

た
。
た
だ
活
動
記
録
の
抜
粋
を
も
と
に
説
明
し
た
が
、
一
部

活
動
記
録
抜
粋
ミ
ス
で
、
新
年
会
が
抜
け
て
い
た
こ
と
を
告

げ
、
了
承
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
会
計
報
告
及
び
監
査
報
告

承
認
の
件

小
林
慎
典
（
二
十
八
期
）
会
計
よ
り
説
明
が
あ
り
、
原
案

通
り
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

予
算
と
執
行
額
の
差
が
多
い
運
営
協
賛
金
、
同
窓
会
報
、

母
校
部
活
支
援
の
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
杉
本
事

務
局
よ
り
、
運
営
協
賛
金
に
つ
い
て
は
、
東
京
三
商
会
が
事

務
所
と
し
て
古
田
勝
一
（
二
十
六
期
）
氏
の
事
務
所
を
借
り

て
い
る
家
賃
の
一
部
を
協
賛
金
と
し
て
出
し
て
く
れ
た
。

同
窓
会
報
に
つ
い
て
は
、
今
年
よ
り
各
期
名
簿
を
出
し
て

く
れ
れ
ば
、
会
報
を
事
務
局
で
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
そ
の
予
算
を
多
く
み
た
が
そ
れ
ほ
ど
名
簿
提
出
が
多
く

な
か
っ
た
こ
と
と
、
広
告
が
予
定
以
上
に
と
れ
た
こ
と
。
母

校
部
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
仮
設
校
舎
に
よ
る
部
活
動
が
少

な
か
っ
た
の
か
要
求
が
な
か
っ
た
。

続
い
て
、
古
田
勝
一
（
二
十
六
期
）
監
事
よ
り
監
査
報
告

が
あ
り
、
承
認
可
決
さ
れ
た
。

定
時
評
議
員
会
報
告

っ
た
。

最
後
に
土
方
敏
之
（
二
十
九
期
）
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶

を
以
っ
て
本
日
の
定
時
評
議
員
会
を
終
了
し
た
。

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件

杉
本
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
。

「
都
立
三
商
同
窓
会
」
結
成
八
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

二
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
購
入

三
、
横
断
幕
（
が
ん
ば
れ 

三
商
）
の
制
作
贈
呈

四
、
三
商
同
窓
会
報
第
五
二
号
の
記
念
号
の
発
刊

五
、
第
二
十
一
回
東
京
校
歌
祭
（
十
月
五
日
、
於
・
日
比
谷

公
会
堂
）
参
加
後
に
、
同
窓
会
結
成
八
十
周
年
記
念
祝

賀
会
の
開
催

①　

本
年
卒
の
評
議
員
十
二
名
が
校
歌
祭
、
祝
賀
会
参

加
を
見
込
み
、｢

三
商
半
纏｣

を
着
用
予
定

②　

鏡
開
き
、
記
念
品
作
成
な
ど

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
予
算
案
承
認
の
件

渡
邉
秀
明
（
四
十
八
期
）
会
計
よ
り
説
明
が
あ
り
、
原
案

通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
五
号
議
案　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
報
告

大
川
幹
雄
（
二
十
九
期
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
長
よ

り
、詳
細
に
わ
た
り
立
ち
上
げ
て
き
た
経
緯
の
説
明
が
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
岩
瀬
茂
幸
（
四
十
九
期
）
委

員
の
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

詳
し
く
説
明
が
あ
っ
た
。

第
六
号
議
案　

同
窓
会
結
成
八
十
周
年
記
念
事
業
承
認
の
件

三
浦
康
二
（
三
十
一
期
）
副
会
長　

実
行
委
員
長
よ
り
説

明
が
あ
り
、
原
案
通
り
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他
持
寄
り
議
案

三
浦
康
二
（
三
十
一
期
）
副
会
長
よ
り
、評
議
員
の
変
更
、

追
加
の
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

小
池
史
郎
（
十
五
期
）
氏
は
中
山　

清
（
十
五
期
）
氏
に

変
更
、新
た
に
細
田　

武（
二
十
一
期
）氏
、藤
森 
怜（
三
十
三

期
）、
岩
瀬
茂
幸
（
四
十
九
期
）
の
各
氏
が
選
任
さ
れ
、
承

認
可
決
さ
れ
た
。

議
案
審
議
が
終
わ
り
、来
賓
と
し
て
新
井
智
恵
子
副
校
長
、

小
林
総
務
主
任
が
出
席
さ
れ
、
新
井
副
校
長
よ
り
挨
拶
が
あ

平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画

◎横断幕の贈呈について
三商同窓会結成８０周年記念事業の一環として、母校から

要望があった横断幕を送ることになりました。大川幹雄（２９
期）理事のご尽力により､ たいへん素晴らしい横断幕が出来
上がりました。白地に黒字で、

「頑張れ三商！」 １枚
「ＴＣＳ第三商業高等学校」 ２枚

白地に赤字で、
｢三商we are Ｎo. １｣ １枚　　合計 ４枚

これらを持って６月２８日、副校長先生立会いのもと生徒会
会長に手渡しました。
その後、野球部の部員と横断幕を広げて、１枚写真を撮って
きました。野球部は7月7日に東京都の予選一回戦が控えてい
ます。その時が初めてのご披露です。

三商同窓会会長　岩　瀬　和　子

頑 張 れ 三 商！

三商We are №1

TCS第三商業高等学校
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平成24年度会計報告及び25年度会計予算

平成24年度　会計報告
（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

平成25年度　会計予算
（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

9,210,993

1,820,000

600,000

2,000

2,422,000

300,000

0

180,000

180,000

600,000

500,000

200,000

200,000

100,000

170,000

150,000

50,000

50,000

50,000

400,000

50,000

3,180,000

9,210,993

2,422,000

3,180,000

8,452,993

会報送料込

祝賀会、プロジェクター、横断幕

8,679,801

1,810,000

915,000

1,323

2,726,323

247,874

202,450

121,900

180,315

372,790

276,986

220,070

0

100,000

115,183

117,572

0

21,000

18,991

200,000

2,195,131

8,679,801

2,726,323

2,195,131

9,210,993

8,679,801

1,820,000

0

2,000

1,822,000

300,000

200,000

180,000

150,000

600,000

0

200,000

200,000

100,000

170,000

150,000

50,000

50,000

20,000

200,000

2,570,000

8,679,801

1,822,000

2,570,000

7,931,801

前 年 度 繰 越

（収入の部）

会費（８１期）

運 営 協 賛 金

利 息 他

収 入 合 計

（支出の部）

理事・評議員会

総 会

新 年 会

校 歌 祭

同 窓 会 報

ホームページ

活性化活動費

母校部活支援

就職活動支援

母 校 支 援

卒業証書入れ

会 合 費

慶 弔 費

通信費・事務費

80周年記念事業

特別会計予算

支 出 合 計

（繰越の部）

前 年 度 繰 越

当 期 収 入

当 期 支 出

次 年 度 繰 越

前 年 度 繰 越

（収入の部）

会費（８０期）

運 営 協 賛 金

利 息 他

収 入 合 計

（支出の部）

理事・評議員会

総 会

新 年 会

校 歌 祭

同 窓 会 報

ホームページ

活性化活動費

母校部活支援

就職活動支援

母 校 支 援

卒業証書入れ

会 合 費

慶 弔 費

通信費・事務費

特別会計予算

支 出 合 計

（繰越の部）

前 年 度 繰 越

当 期 収 入

当 期 支 出

次 年 度 繰 越

項　　目 項　　目24年度予算額 24年度執行額 25年度予算額 備　　考

2,197,008円

50,000

0

50,000

0

2,247,008円

前年度繰越

一般会計（８１期会費）

受取利息

収入合計

支出合計

差引次年度繰越

平成25年度特別会計(周年記念事業)

853,701円

200,000

241

31,281

1,111,785

1,343,307

0

2,197,008円

前年度繰越

一般会計（８０期会費）

受取利息

７０周年行事会計より   

８０周年行事会計より

収入合計

支出合計

差引次年度繰越

平成24年度特別会計(周年記念事業)

会計　小林 慎典　　渡邉 秀明　　監事　古田 勝一　　辻井 正巳　　三川 廣志
上記のとおり、報告いたします。　平成25年４月13日

（単位：円）
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古
暮
正
雄
先
生
と
三
史
会
の
歩
み

「
慈
厳
の
心
」
で
生
涯
を
全
う

三
史
会
事
務
局　

第
二
十
六
期　

栗　

原　

啓　

右

三
史
会
発
足
は
、
昭
和
六
一
年
六
月
私
が
三
商
を
卒
業
し

て
二
七
年
後
の
四
六
才
、
公
私
共
に
大
変
忙
し
い
時
期
で
し

た
。
三
商
も
新
校
舎
が
完
成
（
昭
和
五
八
年
）
し
、
設
備
も

校
庭
も
全
て
新
装
化
さ
れ
、
全
く
新
し
い
世
界
の
誕
生
を
見

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

さ
て
、
私
た
ち
の
恩
師
古
暮
正
雄
先
生
は
ど
ん
な
状
況
？

教
鞭
の
傍
ら
同
窓
会
事
務
局
長
、
校
舎
改
築
実
行
委
員
長
、

書
道
日
展
出
品
活
動
等
々
、
大
変
に
心
労
が
重
な
る
日
々
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
私
は
、
同
窓
会
役
員
会
議
に
出

席
し
た
り
、
日
展
へ
先
生
の
作
品
を
見
に
い
っ
た
り
、
折
々

に
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
全
て
を
乗
り
越
え
ほ
っ
と
し
た
時

病
魔
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
。先
生
五
六
才
の
秋
の
こ
と
で
す
。

闘
病
生
活
は
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
三
年
近
く
続

い
た
が
、
先
生
真
剣
を
持
っ
て
病
魔
を
退
治
し
ま
し
た
。
そ

の
間
三
人
の
お
子
さ
ん
達
は
成
人
し
、
看
病
し
続
け
る
奥
様

の
手
助
け
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
古
暮
家
に
再
び

春
が
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
一
年
三
月
二
十
七
日　

先
生
に
は
ご
退
職
さ
れ
、

私
物
の
整
理
で
学
校
へ
、
私
も
運
搬
車
を
坦
い
で
お
手
伝
い

に
行
き
ま
し
た
。
白
亜
の
殿
堂
の
よ
う
な
新
校
舎
は
、
春
休

み
中
、
人
気
が
な
く
、
ガ
ラ
ー
ン
と
し
て
い
て
寂
し
い
か
ぎ

り
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
先
生
は
黙
々
と
し
て
い
た
。
病
後
の

所
為
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
。

私
は
思
っ
た
。
三

商
史
学
部
Ｏ
Ｂ
の

会｢

三
史
会｣

を

発
足
さ
せ
よ
う
と
、

そ
し
て
古
暮
先
生

の
ご
指
導
を
仰
ご

う
。
早
速
仲
間
に

相
談
し
た
。
名
簿

（
二
六
歳
）
で
す
。
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

総
会
は
全
員
の
賛
同
を
得
て
「
三
史
会
」
の
発
足
が
決
定

し
ま
し
た
。

二
部
は
、
古
暮
先
生
の
退
職
祝
い
、
快
気
祝
い
の
宴
席
で

す
。
皆
、
歓
喜
！
歓
喜
！

○　

三
史
会　

第
二
回
総
会
が
盛
大
に
開
会

日　

時　
　

平
成
八
年
五
月
十
九
日
（
日
）

会　

場　
　

料
亭　
　
「
功
徳
林
」

出
席
者　
　

五
六
名

古
暮
先
生
の
古
希
壽
を
お
祝
い
し
て
、
史
学
部
Ｏ
Ｂ
の
会

（
十
五
期
～
二
十
期
）
も
参
加
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
祝
賀
会

に
な
り
ま
し
た
。

○　

古
暮
先
生
喜
寿
の
祝
い
盛
大
に
開
会

日　

時　
　

平
成
十
四
年
四
月
七
日
（
日
）

出
席
者　
　

三
六
名

今
回
は
春
の
小
江
戸
川
越
の
名
所
散
策
と
古
暮
先
生
の
喜

作
り
に
は
先
生
か
ら
の
情
報
を
得
て
着
手
し
た
。
会
場
は
三

年
の
時
同
級
生
だ
っ
た
鈴
木
氏
が
経
営
す
る
料
亭「
功
徳
林
」

に
お
願
い
し
た
。

○　

三
史
会
発
足
総
会
が
盛
大
に
開
会

日
時　

昭
和
六
一
年
六
月
二
九
日
（
日
）

準
備
の
段
階
で
一
三
〇
名
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
者
会
費
振
込　
　
　

八
〇
名

支
援
金
振
込　
　
　
　
　

五
〇
名

お
元
気
に
成
ら
れ
た
先
生
に
接
し
た
く
遠
方
か
ら
も
多
く

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
二
期
（
五
〇
歳
）
か
ら
四
五
期

「かあさん　ありがとう！」
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七
回
忌
の
法
事
に
は
ご
親
族
、
ご
親
戚
の
他
に
先
生
の
ご

友
人
、
剣
道
部
、
三
史
会
の
弟
子
た
ち
も
加
わ
り
、
厳
か
の

中
に
も
、
明
る
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
史
会
の
こ
れ
か
ら

八
月
三
十
日
の
墓
参
会
は
、
毎
年
必
ず
続
き
ま
す
。
そ
の

席
で
ご
意
見
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
是
非
参
加
し
て

下
さ
い
。

古
暮
先
生
の
ご
退
職
後
の
活
動
姿
、
表
情
を
掲
載
し
て
頂

き
ま
し
た
。
明
る
く
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

☆　

市
原
上
総
国
分
寺　

尼
寺　

笠
原
観
音

☆　

川
越
資
料
館　

同
史
跡
巡
り

○ 

三
史
会
の
集
ま
り
は
極
め
て
良
好

ご
案
内
状
を
発
信
す
れ
ば
常
に
三
〇
名
以
上
集
ま
る
。
そ

の
点
幹
事
は
張
り
合
い
が
出
る
。
歴
史
が
好
き
だ
か
ら
と
皆

言
う
。
そ
れ
は
確
か
で
す
が
、
寧
ろ
三
史
会
が
人
間
性
の
豊

か
な
世
界
だ
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
古
暮
先
生
が
普
段
、
心

底
に
置
い
て
い
る
「
慈
厳
の
心
」
の
影
響
だ
と
気
が
付
き
ま

し
た
。
知
ら
ず
の
内
、
心
の
指
導
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
先
生
か
ら
戴
い
た
手
紙
を
、
改
め
て
見
直
し

た
時
の
事
で
す
。
手
紙
の
写
し
を
掲
載
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
三
十
日
早
朝
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
毎
就

寝
の
事
で
す
が
前
夜
も
奥
様
の
お
手
を
借
り
て
、
読
書
に
励

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
葬
儀
は
三
史
会
が
中
心
に
な
り
お
手

伝
い
し
ま
し
た
。
参
列
者
六
百
人
以
上
に
も
な
り
ま
し
た
。

ご
退
職
後
二
十
年
経
過
し
て
も
こ
の
人
気
で
す
。

寿
の
お
祝
い
の
実
現
で
す
。
今
後
、
先
生
と
の
史
跡
探
訪
。

ご
指
導
は
叶
わ
な
い
気
が
し
て
急
ぎ
企
画
し
ま
し
た
。
特
に

喜
寿
の
お
祝
い
は
、
是
非
と
も
実
現
し
よ
う
と
、
前
々
か
ら

考
え
て
い
ま
し
た
。
早
い
気
も
し
ま
し
た
が
、
数
え
歳
で
お

願
い
し
開
催
し
ま
し
た
。

○　

史
跡
探
訪
活
動
の
実
施

三
史
会
が
発
足
し
、
古
暮
先
生
の
ご
指
導
が
得
ら
れ
、
活

発
的
に
企
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
す
る
幹
事
も

グ
ル
ー
プ
別
に
受
け
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
年
間

の
主
な
探
訪
先
は
次
の
通
り
で
す
。

☆　

深
川
周
辺
と
江
戸
資
料
館　

清
澄
公
園

☆　

小
川
和
紙　

慈
光
寺　

山
吹
の
里

☆　

さ
き
た
ま
古
墳
群

☆　

横
浜
開
港
史
と
周
辺
史
跡

☆　

小
田
原
歴
史
史
跡

☆　

本
所　

両
国
周
辺
史
跡

☆　

上
野
公
園
周
辺
史
蹟
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「古暮先生は活きている
三史会メモリアルと共に」
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毎年１月２日は先生宅で祝い酒 古希寿の宴席　愛くるしい娘達に囲まれて

よう！　元気 奥様にお願い申し上げます

平成７年10月　横浜史を語る

歴史を語る先生
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「三商同窓会ホームページ」開設他について（お知らせとお願い）
情報委員長　　　　伊澤　宏祐
ＨＰグループ担当　大川　幹雄

同窓会結成80周年記念事業として「会員の交流を更に深める」ことを目的に、「三商同窓会ホームページ」の開設、
「月次メルマガの配信」「会員サービスの拡大」を致しました。

ホームページ等の具体的な内容、運用方法等について下記の通りです。
会員並びに会員団体からの投稿（行事予定・実施結果、意見等）参加が基本となりますので、各々の詳細をご覧、

ご理解いただき、ぜひとも多くの会員からの投稿、ご利用を頂きますようお願いたします。

Ⅰ、三商同窓会ホームページの内容
１、ＨＰ開設の目的、趣旨

①同窓会活動を会員並びに一般への広報を深める。
②同窓会会員および会員団体からの情報提供により会員同士の交流を深める。
２、ホームページ開設について

①正式開設時期は平成25年10月初めですが既に本番並みのテスト版運用中です。
②ホームページアドレス：http://tcsaa.jp/
３、ホームページの概要

①トップページ　サイト一覧　学校の写真および校章、ＨＰの全体像
②同窓会自体の連絡、告知等

同窓会長挨拶、同窓会とは、同窓会則
ホームページの運用について
同窓会行事等のご案内、実施報告

③会員、会員団体からの連絡、告知等
会員ならびに会員団体からのご案内、告知等（実施案内、開催実績報告）
会員からの投稿

４、ホームページへの投稿のお願い
会員の交流を深め、会員団体の活動情報提供の便宜のため次の内容を掲載致します、活発な投稿をお願い

いたします。
○会員並びに会員の所属するグループの行事等の連絡、報告期別、クラス別、クラブ別、恩師別、職域等団体別、

趣味同好会別、地域別等々
○掲示板として会員間の自由情報交換（意見、提案、会合等の案内、勧誘等）
○会運営や提案など、会への提案、質問
○会員の公開する発表論文、私見、研究内容、意見交換提案等
５、ホームページの掲載基準、掲載フオーム、投稿要領

詳細はホームページに掲載しております。
①掲載基準

原則的に、お送り頂いた情報はそのまま掲載致しますが、記事内容が、政治、宗教、広告宣伝、営業活動、
中傷誹謗、公序良俗に反する、及び一般的な常識を逸脱しているなどの場合は、情報委員会判断で原稿内
容の修正および掲載をご遠慮頂くことをお願いする事があります。 

②掲載期間
原則として半年とします、掲載期間のご希望がある場合は投稿時に提示ください。
期日が過ぎた月末頃に削除します。なおこの期間内でもに掲載削除をご希望の場合は、事務局へメール

にてご連絡願います。
③掲載のタイミング

毎月15日までに事務局へご連絡の内容については、翌月初めから掲載します。
但し、月初めが土日祝祭日や５月連休、年末年始については、事務局都合で前後します。

④掲載内容の確認
掲載内容については、同窓会ホームページの前項掲載基準に沿って表現等を修正させていただくことが

ありますので、必ずお申し込み者にてホームページ掲載後にご確認願います。
⑤掲載原稿の提出

原稿の提出は原則としてホームページの投稿書式に記入、原稿、資料等を添付して送信願います。Ｅメ
ールでの送信が不可能な場合に限り事務局への郵送、ＦＡＸ等でも受け付けます。  

同窓会結成80周年記念事業
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⑥個人情報の取り扱い
ホームページに「当会個人情報取り扱い方針」を掲載しております。
投稿者は原稿に個人情報を記載の場合はご自分の判断でお願いします、記載された個人情報内容は当会

は関与致しません。（望ましくは掲載は個人名および団体名のみ）
なお参加申込等で受け付けた個人情報はその会合連絡に限定して使用します。

⑦原稿についての問い合わせ、申込先
ホームページに掲載の原稿についての会員等からの同窓会事務局へ問い合わせがあった場合は、原稿提

出時の連絡者へ転送します。回答は問合せ者へ直接連絡願います。（送信写しを事務局転送願います）
会員団体等のＨＰ記事に会合参加申込を呼び掛ける場合には、当会事務局で受け付け致しませんので参

加申込要領を明記願います。

Ⅱ、同窓会事務局からの月次メールマガジンの配信開始
同窓会ホームページの開始に合わせて、６月から毎月１回三商同窓会メールマガジンを配信希望者へ配信し

ます。
①メールマガジンの概要

ホームページ掲載記事内容を広く告知するため、同窓会並びに会員団体等の行事等のお知らせ、会員投稿
内容等の項目します。ホームページの更新に合わせて毎月初めに登録希望者に配信します。

②メールマガジンの配信方法
希望により「パソコンメール・スマホメール」「ＦＡＸ」「スマホ以外の携帯メール」の３手段をを予定い

たします、登録時に各人の選択により申告願います。
③月次メールマガジン配信希望の申し込み

配信希望は随時受け付けておりますので「メルマガ配信希望」と記載して「卒業期数」「氏名」のほか配
信手段および連絡先アドレス、電話番号等を明記願います。

パソコンメール・スマホメールへご希望の場合：受信アドレス
ＦＡＸ利用をご希望の場合：　　　　　　　　　受信電話番号
携帯メール（この場合は携帯と明記）の場合：　受信アドレス

事務局受信の翌月分からお届けいたします。配信は事務局アドレスから行いますので事務局アドレスにつ
いて受信可能に設定願います。

④配信希望申し込み先
事務局連絡先は次の通りです。

パソコンメール・スマホメールへご希望の場合：info@tcsaa.jp
ＦＡＸ利用をご希望の場合：　　　　　　　　　03（3643）3392
携帯メール（この場合は携帯と明記）の場合：　info@tcsaa.jp

Ⅲ、ホームページ発足に合わせて同時スタートの「会員サービスの開始」
80周年事業として会員団体等の会合開催に当たり、会合並びに幹事の皆様の支援サービスを実費程度の安価

な経費お支払いで開始します。
支援サービスの詳細内容及び手続き等をホームページに掲載しています。

（概要）
詳しい内容および申し込み方法および経費はホームページをご覧ください

①同期会等の新規結成および開催支援（指南）――第33期での実例、苦労をもとに掲載しています。
②会合の都度の開催、結果等の支援

開催にあたり：幹事負担の大きな住所録印刷機の提供、宛名発信者シールの印刷、当日名札の印刷等のお手
伝いをいたします。

開催後の取り扱い：当日写真等について一定の条件でＨＰ掲載を致しますので、各自でダウンロードして印
刷いただけます。
当日会合模様のＤＶＤ作成のご紹介をいたします。

③同窓生共通に支援
同窓会でプロジェクターを保有しました（１基10万円程度）

：会員団体等の会合でのご利用に安価レンタルをいたします。
同窓生手持ちの卒業アルバムのＤＶＤ化：斡旋いたします。

以　上
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第
二
十
九
期　

大　

川　

幹　

雄

昨
年
春
か
ら
報
恩
の
つ
も
り
で
同
窓
会
の
お
手
伝
い
を
始

め
、
特
命
担
当
と
し
て
昨
年
七
月
か
ら
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
の
お
仕
事
を
手
伝
わ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
三

商
を
愛
す
る
気
持
ち
と
同
窓
生
の
交
流
を
深
め
た
い
と
の
志

を
同
じ
く
し
て
、
今
回
の
企
画
に
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た

同
窓
生
は
、
ご
尊
名
を
記
載
す
る
こ
と
は
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
ご
多
用
中
の
中
を
卒
業
二
十
六
期
か
ら
六
十
七
期

ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
役
員
・
会
員
か
ら
一
四
名
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

の
設
計
会
社
に
も
恵
ま
れ
、
約
十
ケ
月
か
け
て
こ
の
度
満
足

で
き
る
も
の
を
完
成
で
き
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
出
来
栄
え

は
、
会
員
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
で
決
ま

る
が
、
是
非
と
も
会
員
の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
世
代

同
窓
会
活
動
、
特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
準
備
仲
間
へ
感
謝

「
お
か
げ
で
す
」「
有
難
う
」
の
毎
日

持
ち
を
果
た
し
て
く
れ
た
人
で
あ
っ
た
）。
業
務
の
進
め
方

等
の
情
報
を
広
く
得
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
だ
れ
も

が
こ
の
人
が
頑
張
っ
た
と
認
め
る
人
を
指
名
し
て
い
た
。

現
在
の
同
窓
会
他
で
の
ご
奉
仕
で
も
こ
の
取
り
組
み
姿
勢

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ご
苦
労
を
頂
く
方
に
頭
の
中
で
こ
の

セ
リ
フ
を
歌
い
な
が
ら
感
謝
の
念
で
過
ご
す
毎
日
で
あ
っ
た
。

今
一
人
の
上
司
に
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
門
の
勤
務
で
長

く
仕
え
た
。
流
通
・
消
費
等
の
時
代
の
変
化
を
受
け
て
、
過

去
に
な
い
部
門
改
革
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
こ
と
が
再
三
あ
っ

た
が
、
そ
の
多
く
で
社
内
他
部
門
お
よ
び
社
外
関
係
業
者
を

巻
き
込
ん
で
の
大
が
か
り
な
改
革
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
こ
の
上
司
に
は
改
革
を
進
め
る
度
に
「
大
川
よ
机
上
作

業
で
の
頭
だ
け
で
結
論
を
出
す
な
、
改
革
目
的
を
求
め
る
と

課
題
の
関
係
で
業
務
が
大
き
く
変
わ
る
職
場
が
多
く
あ
る
は

ず
、
影
響
内
容
に
つ
い
て
必
ず
自
分
で
現
場
・
現
物
・
現
象

を
み
て
、
数
字
化
し
て
確
か
め
、
目
的
の
た
め
に
ど
こ
を
立

て
、
ど
こ
に
我
慢
を
お
願
い
す
る
か
を
決
め
る
。
そ
の
結
果

を
当
事
者
の
立
場
に
な
っ
て
一
緒
に
考
え
、
影
響
の
多
い
職

場
に
は
ど
の
よ
う
に
変
化
に
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
を

相
談
に
乗
り
な
が
ら
改
革
を
進
め
ろ
」
と
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
わ
た
く
し
が
現
場
周
り
を
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
上
司
は
時
に
忙
し
い
中
を
率
先
し

て
一
番
課
題
の
多
い
現
場
に
足
を
運
ん
で
、
現
場
の
担
当
者

と
ひ
ざ
を
交
え
て
対
話
を
繰
り
返
し
て
く
れ
た
。
後
々
こ
の

お
二
人
の
上
司
共
グ
ル
ー
プ
統
括
会
社
の
社
長
に
相
次
い
で

就
任
さ
れ
、
そ
の
指
導
に
よ
り
わ
た
く
し
は
退
職
ま
で
の
長

い
人
生
を
引
き
続
き
薫
陶
を
生
か
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
。今

回
の
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
企
画
で
も
「
交
流
を
深
め

た
い
」
と
の
同
窓
生
目
線
を
第
一
と
し
て
、
か
っ
て
二
人
の

上
司
に
指
導
を
受
け
た
気
持
ち
、
対
応
方
法
等
を
生
か
し
検

討
を
進
め
る
よ
う
心
が
け
て
毎
日
を
過
ご
し
た
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
「
ご
一
緒
に
苦
労
し
た
同
窓
生
仲
間
の
お
か
げ
で

す
♪
、
有
難
う
♪
」
を
お
も
わ
ず
ク
チ
ず
さ
む
こ
の
頃
の
心

境
で
あ
る
。

最
後
に
内
輪
の
話
に
な
る
が
、
こ
の
年
代
に
な
っ
て
の
気

持
ち
と
し
て
は
、
日
頃
な
か
な
か
直
接
に
は
言
え
な
い
が
、

「
今
日
も
こ
う
し
て
で
き
る
の
は
カ
ミ
さ
ん
の
お
陰
で
す
♪
、

有
難
う
♪
」
を
心
の
中
で
念
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。

を
超
え
て
の
交
流
の
実
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
念
じ
て

い
る
。

今
回
の
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
企
画
に
ご
参
画
メ
ン
バ
ー

を
見
る
と
、
改
め
て
三
商
卒
業
生
の
幅
広
い
業
務
分
野
で
の

ご
活
躍
、
人
間
的
な
温
か
さ
、
多
士
多
才
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
経
験
不
足
の
推
進
役
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度

の
完
成
の
満
足
感
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
も
「
苦

労
を
共
に
し
た
同
窓
生
仲
間
の
お
か
げ
で
す
♪
、
本
当
に
有

難
う
♪
」を
お
も
わ
ず
ク
チ
ず
さ
む
こ
の
頃
の
心
境
で
あ
る
。

卒
業
後
五
十
年
以
上
の
齢
を
重
ね
、
古
希
の
歳
と
な
っ
た

が
お
陰
様
で
元
気
な
毎
日
を
過
ご
せ
て
い
る
。
経
済
的
に
は

年
金
頼
り
で
あ
る
が
、
生
き
が
い
と
し
て
引
き
続
き
い
く
つ

か
の
団
体
役
員
と
し
て
の
ご
奉
仕
お
よ
び
物
流
コ
ン
サ
ル
で

の
会
社
顧
問
等
な
ど
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
結
果
と
し
て
「
気
力
・
知
力
・
体
力
」
維
持
に
こ
れ
努

め
る
、
有
難
い
毎
日
を
過
ご
せ
る
と
感
謝
し
て
い
る
。

現
在
の
い
く
つ
か
の
団
体
等
で
の
お
手
伝
い
活
動
で
心
掛

け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
六
十
歳
過
ぎ
ま
で
過
ご
し
た
会
社

生
活
で
た
ま
た
ま
お
二
人
の
上
司
に
恵
ま
れ
、
長
く
お
仕
え

し
た
こ
と
が
、
現
在
の
活
動
に
つ
な
が
る
基
礎
づ
く
り
が
で

き
た
お
陰
と
今
も
記
憶
に
残
る
。
お
一
人
は
営
業
部
門
に
在

籍
の
と
き
に
永
ら
く
仕
え
た
が
、
今
思
え
ば
目
を
か
け
ら
れ

た
の
か
常
に
高
い
目
標
を
掲
げ
、
日
々
厳
し
い
指
導
を
受
け

た
。
本
来
の
担
当
業
務
以
外
に
会
社
の
変
節
の
都
度
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
与
え
ら

れ
た
目
標
に
対
し
て
チ
ー
ム
一
丸
の
努
力
の
結
果
、
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
る
と
部
屋
に
呼
ば
れ
「
大
川
こ
の
成
果
を
御

苦
労
様
、
こ
の
結
果
は
お
前
だ
け
で
出
来
た
と
思
う
な
よ
、

同
僚
、
支
援
者
、
取
引
先
等
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
理
解
が

あ
っ
て
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
常
に
肝
に
銘
じ
、
関
わ
る
皆

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
な
」
と
念
を
押
し
て
の
再
三
の

指
導
を
受
け
た
。
大
き
な
節
目
ご
と
の
部
門
全
体
の
総
括
会

議
に
続
い
て
懇
親
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の
終
わ

り
に
は
ご
自
身
が
輪
の
中
心
で
発
声
を
し
て
、
参
加
者
全
員

が
手
を
つ
な
ぎ
、
大
声
で
歌
う
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
歌
う

歌
は
決
ま
っ
て
「
今
日
も
こ
う
し
て
飲
め
る
の
は
○
△
さ
ん

の
お
陰
で
す
♪
、
今
日
も
こ
う
し
て
集
う
の
は
○
△
さ
ん
の

お
陰
で
す
♪
、
○
△
さ
ん
よ
有
難
う
♪
」。（
○
△
◎
さ
ん
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
の
陰
で
ご
苦
労
し
た
人
、
縁
の
下
の
力
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く
の
画
像
が

掲
載
さ
れ
た

り
も
し
ま
し

た
。と

こ
ろ
で

掲
示
板
を
作

っ
た
時
、
始

め
る
か
ら
に

は
せ
め
て
三

年
く
ら
い
は

何
と
か
続
け

た
い
と
い
う

思
い
と
同
時

に
、
も
し
運

よ
く
長
く
続

い
た
な
ら
五

年
く
ら
い
で

終
わ
り
に
し
よ
う
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、

す
で
に
六
十
代
に
入
っ
て
い
た
の
で
管
理
人
を
含
め
皆
さ
ん

年
々
書
き
込
む
気
力
が
な
く
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
最
近
は
い
つ
終
わ
り
に
し
よ
う
か
と
潮
時

を
考
え
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
三
商
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
終
わ
り
に

す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
笑
）

あ
と
ど
れ
く
ら
い
続
く
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え

ず『
続
・
バ
ン
ザ
イ
三
商
掲
示
板
』を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
か
し

同
窓
会
の
開
催
へ

評
議
員　

生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会
代
表

第
六
十
七
期　

秋　

元　

真　

一

同
窓
会
結
成
八
十
周
年
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
同
窓
会
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
十
二
年
で

す
。
八
十
年
と
い
う
歴
史
を
考
え
る
と
、
い
か
に
伝
統
・
歴

史
の
あ
る
学
校
、
同
窓
会
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
八
十
周
年
の
企
画
で
も
あ
る
「
同
窓
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）」
を
作
り
、
同
窓
生
同
士
の
交

流
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
よ
う
に
、
と
委
員
会
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
私
は
岩
瀬
会
長
よ
り
、
若
い
人
の
意
見
が
欲
し

い
、
と
い
う
こ
と
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
Ｈ
Ｐ
委
員
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
微
力

で
あ
ま
り
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
様
々

な
分
野
で
活
躍
す
る
世
代
、
様
々
な
先
輩
方
の
ご
尽
力
で
、

素
晴
ら
し
い
Ｈ
Ｐ
が
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
に

は
同
窓
会
全
体
の
活
動
や
、
各
卒
業
期
の
同
窓
会
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
六
十
七
期
で
は
、
現
在
卒
業

名
簿
が
な
い
状
況
で
、
同
期
会
の
開
催
が
難
し
い
状
況
で

す
。（
個
人
情
報
保
護
法
の
関
係
で
）
お
そ
ら
く
、
六
十
七

期
以
降
の
期
も
同
様
の
事
で
お
困
り
の
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
六
十
七
期
の
同
窓
生
か
ら
も
「
同
期
会
を
や
り
た
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
者
に
声
を

か
け
ら
れ
ず
、
開
催
に
至
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
完
成
を

機
に
、
Ｈ
Ｐ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
で
連

絡
先
の
わ
か
ら
な
い
同
窓
生
に
も
情
報
を
広
め
よ
う
と
作

戦
を
考
え
ま
し
た
。
六
十
七
期
の
Ｈ
Ｐ
を
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に

リ
ン
ク
し
ま
す
。
六
十
七
期
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
た
内
容
は
、

流
行
のFacebook

に
同
期
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Facebook

で
は
、
友
達
の
同
窓
生
に
限
ら
ず
、
学
歴
に
三

商
を
入
力
さ
れ
て
い
る
方
、
誕
生
日
か
ら
同
窓
生
と
思
わ
れ

る
方
に
も
情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
一
人
か
ら
一
人
へ
」
を
通
し
、
連
絡
の
取
れ
な
い
同
期

生
へ
情
報
が
Ｈ
Ｐ
を
通
し
て
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。若

い
世
代
の
方
へ
の
お
願
い
で
す
。
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
ど
ん
ど

ん
活
用
し
、記
事
の
投
稿
や
同
窓
会
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
、

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
六
十
七
期
は
そ

の
先
頭
を
き
る
た
め
に
も
、
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
、
十
一
年
ぶ
り

の
同
期
会
開
催
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
Ｈ
Ｐ

に
関
わ
る
こ
と
で
、
気
軽
に
同
窓
会
に
も
若
い
世
代
の
参
加

者
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
交
流
の
場

「
続
バ
ン
ザ
イ
三
商
掲
示
板
」

続
バ
ン
ザ
イ
三
商
管
理
人

第
三
十
三
期　

三
井
田　

充　

身

以
前
、『
バ
ン
ザ
イ
三
商
』
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
。
管
理
人
は
同
期
生
上
野
さ
ん
の
奥
さ
ん
で
、
多

彩
な
内
容
の
中
に
は
掲
示
板
も
あ
り
、
主
に
三
十
三
期
生
の

書
き
こ
み
に
よ
る
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
残
念
な
が
ら
五
年
ほ
ど
前
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
の
は
無
理

と
し
て
も
、
せ
め
て
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
た
掲
示
板
だ
け

で
も
と
思
い
、
引
き
継
ぐ
よ
う
な
形
で
『
続
・
バ
ン
ザ
イ
三

商
掲
示
板
』
を
作
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
年
数
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
副
管
理
人
の

佐
久
間
さ
ん
の
協
力
な
ど
も
あ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。特

に
こ
れ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
な
い
何
で
も
有
り
の
掲
示

板
な
の
で

内
容
は
高

校
時
代
の

想
い
出
話

か
ら
近
況

報
告
ま
で

い
ろ
い
ろ

で
す
。
三

年
ほ
ど
前

の
三
十
三

期
の
同
期

会
の
時
に

は
、
は
か

ら
ず
も
連

絡
の
場
と

も
な
り
、

ま
た
開
催

後
に
は
多
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三
商
の
想
い
出

第
十
九
期　

細　

田　

安　

治

窓
ガ
ラ
ス
割
れ
放
題

「
お
前
は
商
売
人
に
な
れ
」
厳
父
の
一
言
で
昭
和
二
十
一

年
四
月
旧
制
中
学
の
、
東
京
府
立
第
三
商
業
学
校
に
入
学
し

た
。
当
時
の
三
商
は
ア
メ
リ
カ
の
進
駐
軍
戦
後
の
学
制
改
革

が
間
に
合
わ
ず
最
後
の
旧
制
中
学
だ
っ
た
。

校
舎
は
荒
れ
果
て
、
窓
ガ
ラ
ス
は
割
れ
放
題
で
あ
っ
た
。

学
校
で
は
、
何
と
か
直
し
た
い
。
し
か
し
、
学
校
に
予
算

が
な
い
、
何
と
か
な
ら
ぬ
か
、
要
す
る
に
窓
を
直
し
て
く
れ

と
い
う
こ
と
だ
。
父
兄
に
も
そ
ん
な
余
裕
は
と
て
も
な
い
。

細
田
三
郎
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
そ
れ
で

は
「
ガ
ラ
ス
代
わ
り
に
材
木
板
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
」
と
手

を
上
げ
た
。

木
の
板
と
大
工
を
提
供
し
修
理
し
た

厳
父
は
、窓
ガ
ラ
ス
の
な
い
校
舎
で
は
生
徒
が
可
哀
想
だ
。

と
、
窓
ガ
ラ
ス
用
の
秋
田
四
分
六
（
六
尺
×
尺
×
四
ン
分
）

の
板
を
学
校
へ
寄
付
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
で
は
「
板
だ

け
貰
っ
て
も
窓
が
で
き
な
い
」「
窓
を
作
っ
て
き
て
」
と
い

う
こ
と
だ
。
細
田
は
、
そ
れ
で
は
、「
窓
を
造
り
ま
す
」
と

大
工
さ
ん
を
派
遣
し
て
、木
の
窓
を
造
っ
た
。
窓
を
塞
げ
ば
、

教
室
は
暗
く
な
る
が
、
兎
に
角
、
雨
風
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
で
、
一
件
落
着
し
た
。
当
時
の
校
長
は
今
村
直
人

先
生
、
教
頭
は
清
田
栄
一
先
生
だ
。
私
は
校
長
室
に
呼
ば
れ

た
。
正
面
玄
関
か
ら
入
り
、
階
段
に
向
か
っ
て
左
側
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。

旧
制
一
年
田
部
井
先
生

担
任
は
田
部
井
先
生
だ
。
い
つ
も
ダ
ブ
ル
の
背
広
で
、
頭

は
リ
ー
ゼ
ン
ト
、
ス
ラ
リ
と
し
た
中
肉
中
背
、
戦
後
の
日
本

人
で
は
、
お
洒
落
の
先
端
を
い
く
ス
タ
イ
リ
ス
ト
だ
。
そ
う

授
業
の
内
容
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
強
く
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
父
兄
会
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
な
の
か
、
定
か

で
は
な
い
が
、
母
静
子
が
、
教
室
へ
挨
拶
に
き
た
。

母
は
、
二
度
目
の
母
で
自
分
で
言
う
の
は
お
こ
が
ま
し
い

が
美
人
で
あ
っ
た
。
母
が
来
た
時
、
教
室
は
白
粉
の
匂
い
が

漂
い
、
子
供
心
に
も
厳
粛
な
授
業
中
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
何
と

な
く
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
か
わ
っ
た
の
を
感
じ
た
。
前
述
の

通
り
「
厳
父
」
が
来
な
い
の
で
、
母
親
が
来
た
訳
だ
。

こ
こ
で
艶
話
め
い
た
こ
と
を
バ
ラ
す
と
、
学
校
一
の
色
男

で
あ
り
、
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
田
部
井
先
生
が
、
静
子
母
に
一

目
惚
れ
し
た
ら
し
く
、「
細
田
、
君
の
お
母
さ
ん
は
、
何
と

い
う
名
前
か
？
、
年
は
幾
つ
だ
」「
今
度
、
家
庭
訪
問
す
る

時
に
は
、
細
田
の
家
へ
行
き
た
い
、
道
を
教
え
て
く
れ
、
地

図
を
書
い
て
く
れ
」
な
ど
と
聞
か
れ
た
。
そ
れ
も
、
何
度
も

し
つ
こ
い
ぐ
ら
い
に
言
わ
れ
た
。
そ
の
、
田
部
井
先
生
が
、

我
が
家
と
言
っ
て
も
、
工
場
の
な
か
に
あ
る
我
が
家
に
来
た

か
、
本
当
に
き
た
か
ど
う
か
記
憶
に
な
い
。
し
か
し
、
あ
れ

程
来
た
が
っ
て
い
た
か
ら
、
多
分
来
た
の
で
は
な
い
か
！
も

し
来
た
と
し
た
ら
厳
し
い
祖
母
に
面
会
し
な
ん
と
い
わ
れ
た

か
。
興
味
深
い
。

昼
休
み
の
弁
当
箱

お
昼
弁
当
時
間
の
悲
惨
と
言
う
か
残
酷
な
出
来
事
は
、
弁

当
の
時
間
に
な
る
と
、
数
名
が
い
な
く
な
る
。
最
初
は
気
が

つ
か
な
か
っ
た
が
、
い
な
い
の
は
、
い
つ
も
同
じ
顔
ブ
レ
だ
。

私
は
、
オ
セ
ツ
カ
イ
に
も
、
こ
の
連
中
は
一
体
ど
こ
へ
行

く
の
か
、
何
を
し
て
い
る
の
か
？
と
後
を
つ
け
た
。

彼
ら
は
、
黙
り
こ
く
っ
て
、
ト
ボ
ト
ボ
と
階
段
を
屋
上
へ

登
っ
て
行
く
。
屋
上
の
日
向
に
し
ゃ
が
み
、
話
す
こ
と
も
な

く
黙
り
こ
く
っ
て
、
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
。
要
す
る
に

弁
当
が
な
い
。
持
っ
て
き
て
い
な
い
。
持
っ
て
こ
れ
な
い
の

だ
。
戦
時
中
の
集
団
疎
開
で
さ
え
ご
飯
と
言
っ
て
も
、
ご
飯

と
は
言
え
な
い
よ
う
な
ご
飯
、
家
畜
の
飼
料
の
よ
う
な
ご
飯

で
あ
っ
て
も
、
三
度
の
ご
飯
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
。
し
か
る

に
、
戦
争
も
終
わ
り
平
和
な
時
代
に
な
っ
て
も
、
中
学
一
年

生
の
子
供
に
弁
当
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
貧
し

か
っ
た
の
か
？

言
え
ば
、
ソ
フ
ト
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
た
様
な
気
が
す
る
。
学

校
の
先
生
と
い
う
よ
り
、
ソ
フ
ト
を
か
ぶ
り
、
タ
バ
コ
を
咥

え
れ
ば
ま
る
で
ニ
ヒ
ル
な
役
者
、
鶴
田
浩
二
の
よ
う
な
雰
囲

気
で
学
校
中
の
人
気
者
だ
っ
た
。
こ
の
田
部
井
先
生
が
担
任

で
専
門
は
確
か
数
学
だ
っ
た
。

田
部
井
先
生　

母
静
子
へ
の
興
味

私
の
履
歴
書
シ
リ
ー
ズ

昭和21年４月 入学式
前列右から５人目筆者　２列目右から９人目リーゼント　田部井先生　後列左から４人目母静子
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集
ま
っ
て
く
れ
た
。

大
村
彦
次
郎
君
、
川
名
省
三
君
、
伊
藤
昭
雄
君
、
勝
亦
弘

君
、
木
戸
隆
吉
君
、
小
西
照
男
君
、
藤
井
孝
保
君
、
正
井
伸

也
君
、
増
渕
義
昌
君
が
発
起
人
と
な
り
総
勢
私
達
を
い
れ
て

二
十
五
人
と
な
っ
た
。

伊
藤
昭
雄
君
が
、
細
田
安
治
、
晴
子
夫
婦
の
た
め
、
特
製

の
相
撲
甚
句
、
前
唄
、
後
唄
、
本
唄
と
正
式
に
作
成
頂
い
た
。

相
撲
甚
句
は
、
大
相
撲
の
呼
び
出
し
が
使
う
や
や
大
き
目

の
扇
子
に
、
甚
句
を
し
た
た
め
、
土
俵
を
意
識
し
、
唄
い
こ

む
作
法
で
あ
る
。

伊
藤
君
は
、
宴
席
を
土
俵
に
見
た
て
、
見
事
な
唄
い
込
み

で
披
露
頂
い
た
。
彼
は
両
国
相
撲
甚
句
会
の
幹
部
を
つ
と
め

伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。
私
ど
も
夫
婦
は
こ
の
上
も
な
い
感

激
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

三
年
卒
業
最
後
の
旧
制
中
学
生

横
山
文
夫
先
生
は
、
あ
だ
名
は
デ
ッ
サ
ン
、
彫
刻
家
、
岡

山
出
身
で
真
面
目
な
先
生
だ
っ
た
。

日
展
へ
の
出
展
作
品
の
構
想
は
、
約
四
尺
の
マ
カ
バ
を
素

材
に
、
御
存
じ
「
小
便
小
僧
」
だ
。
し
か
し
、
肝
心
の
材
料

の
調
達
先
が
な
い
。
横
山
先
生
は
「
細
田
君
お
父
さ
ん
に
頼

ん
で
く
れ
」
と
頼
ま
れ
た
。
厳
父
は
早
速
木
場
を
隈
な
く
探

し
ま
わ
り
、
や
っ
と
の
こ
と
で
、
本
所
の
雑
木
屋
の
堀
に
浮

か
ん
で
い
た
マ
カ
バ
丸
太
を
見
つ
け
た
。
す
ぐ
さ
ま
、
細
田

製
材
所
で
彫
刻
用
に
製
材
し
、
横
山
先
生
に
届
け
た
。
先
生

は
大
変
喜
ば
れ
、
早
速
制
作
に
取
り
掛
か
り
、
期
限
ま
で
に

完
成
し
た
。
し
か
し
、
入
選
な
ら
ず
、
あ
え
な
く
落
選
し
た
。

落
選
理
由
を
は
っ
き
り
言
わ
な
か
っ
た
が
、
水
中
貯
木
の
マ

カ
バ
丸
太
を
材
料
に
し
た
た
め
、
後
日
自
然
に
乾
燥
し
、
ビ

リ
割
れ
が
発
生
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
が
原
因
で
は

な
い
か
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
日
展
不
合
格
と
な
っ
た
雰
囲

気
で
あ
っ
た
。
厳
父
は
こ
の
こ
と
で
悩
み
責
任
を
感
じ
て
い

た
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
横
山
先
生
は
、
奮

励
努
力
し
、
数
年
後
に
、
目
出
度
く
日
展
に
入
選
し
た
。

横
山
先
生
は
、
昭
和
三
十
年
代
こ
の
「
小
便
小
僧
」
の
ビ

リ
ワ
レ
箇
所
を
丹
念
に
埋
め
木
修
理
し
て
私
に
下
さ
っ
た
。

大
切
に
保
管
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
細
田
木
材

が
、
漏
電
に
よ
る
失
火
の
た
め
乾
燥
工
場
が
全
焼
。
屋
根
に

半
分
か
か
っ
て
い
た
我
が
家
は
、
半
焼
し
た
。
こ
の
時
頂
い

た
大
切
な
「
小
便
小
僧
」
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
誠
に
残
念

で
あ
り
、
重
ね
重
ね
申
し
訳
な
い
事
で
あ
る
。

横
山
先
生
は
、一
口
に
言
え
ば
正
直
で
現
金
な
人
だ
っ
た
。

私
に
と
っ
て
大
恩
師
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
、
学
校
の
土
地

続
き
西
隣
り
に
あ
る
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
に
入
居
し
て
い
た
。
カ

マ
ボ
コ
を
切
る
よ
う
に
内
部
を
い
く
つ
か
に
仕
切
っ
て
生
活

し
て
い
た
。
当
時
の
先
生
方
は
、
剣
道
の
柳
沼
ひ
げ
先
生
、

横
山
先
生
、
矢
島
先
生
、
山
本
先
生
な
ど
と
記
憶
し
て
い
る
。

生
涯
の
友
十
九
期
会　

出
版
記
念
会

拙
著
「
木
と
共
に
生
き
て
」
の
出
版
記
念
会
を
門
前
仲
町

の
料
亭
「
金
月
」
で
生
涯
の
友
で
あ
る
十
九
期
の
仲
間
た
ち

が
、
祝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
家
内
晴
子
共
々
ご
招
待
を
頂

い
た
。
平
成
二
十
三
年
の
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二
月

二
十
八
日
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
忙
し
い
日
に
二
十
三
人
が

中
学
一
年
の
教
室

教
室
で
は
一
番
前
の
机
、
南
千
寿
と
細
田
安
治
と
竹
内
巳

喜
男
の
背
の
順
で
な
ら
び
、
三
チ
ビ
と
言
わ
れ
て
い
た
。

私
は
背
の
低
さ
で
三
チ
ビ
の
二
番
目
で
真
ん
中
だ
っ
た
。

南
は
、
何
と
な
く
色
白
で
小
さ
く
発
育
不
良
児
の
よ
う
な

感
じ
、
竹
内
は
生
意
気
な
感
じ
だ
っ
た
。
三
商
か
ら
明
大
に

進
み
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
と
し
て
、
ま
た
、
新
し

い
種
目
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ア
イ
ス
ダ
ン
ス
の
初
代
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

現
役
引
退
後
は
氷
連
の
役
員
と
し
て
、海
外
選
手
の
招
聘
、

日
本
選
手
の
海
外
遠
征
、
最
近
で
は
、
浅
田
真
央
な
ど
を
育

て
、
二
〇
一
四
年
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
日
本
選
手

が
好
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
る
よ
う
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。

そ
の
彼
が
、こ
の
五
月
二
十
二
日
に
脳
梗
塞
で
急
逝
し
た
。

誠
に
無
念
残
念
、
残
念
至
極
だ
。
日
本
を
代
表
す
る
逸
材
を

無
く
し
た
思
い
で
あ
る
。

そ
の
竹
内
と
私
は
、
三
商
か
ら
明
大
へ
一
緒
に
進
ん
だ
。

彼
は
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
一
筋
、
私
は
、
明
大
柔
道
部
へ
入

部
し
た
。
当
時
の
明
治
は
大
学
で
は
無
敵
、
警
視
庁
と
互
角

の
実
力
で
あ
っ
た
。
チ
ビ
の
細
田
が
「
小
よ
く
大
を
倒
す
」

を
目
指
し
た
が
、
こ
れ
は
通
じ
な
か
っ
た
。
大
の
者
に
小
の

者
は
勝
て
ぬ
。
つ
ま
り
、
体
の
大
き
い
も
の
、
体
重
の
あ
る

も
の
に
、
チ
ビ
は
勝
て
な
い
。
と
退
部
し
た
。

レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
類
似
競
技
は
当
時
か
ら

体
重
制
が
あ
り
、
チ
ビ
は
チ
ビ
な
り
の
チ
ビ
と
戦
う
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
は
こ
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
チ
ビ
な

ら
互
角
に
戦
え
る
自
信
が
あ
る
。
当
時
体
重
制
で
あ
れ
ば
、

私
は
講
道
館
二
段
ぐ
ら
い
に
は
、
と
い
ま
で
も
悔
し
い
思
い

だ
。
当
時
は
無
差
別
し
か
な
い
。
勝
て
る
は
ず
な
し
。
と
悔

し
い
思
い
だ
。

二
年
、
三
年

二
年
に
な
っ
た
時
、
学
制
改
革
で
、
旧
制
中
学
は
、
新
制

中
学
校
と
新
制
高
等
学
校
と
な
っ
た
。

中
学
三
年
制
、
高
等
学
校
三
年
制
で
あ
る
。
従
来
の
高
等

小
学
校
二
年
制
は
、
新
制
中
学
三
年
制
、
旧
制
中
学
五
年
制

は
新
制
高
校
三
年
制
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
戦
後
の
学
生
改
革

で
あ
る
。
旧
制
の
高
等
専
門
学
校
は
四
年
制
の
新
制
大
学
に

編
入
さ
れ
た
。

平成23年12月29日
出版記念会
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は
、
一
．
ま
ず
何
が
書
い
て
あ
る
か
。
二
、
そ
れ
に
対
し
て

自
分
は
ど
う
思
う
の
か
？
を
書
く
こ
と
だ
。
特
に
二
．
自
分

は
ど
う
思
う
の
か
？
を
主
と
し
て
書
き
な
さ
い
。
こ
れ
が
、

宿
題
の
狙
い
だ
。
こ
の
こ
ろ
は
、
二
．
の
狙
い
に
は
、
気
づ

か
ず
ひ
た
す
ら
一
．
の
な
に
が
書
い
て
あ
る
か
を
、
主
に
考

え
て
い
た
。
今
思
え
ば
、
ま
っ
た
く
の
愚
か
者
だ
っ
た
。

教
科
書
丸
写
し
を
提
出
す
る
と
、
先
生
に
「
細
田
、
お
前

の
宿
題
は
な
ん
だ
。
教
科
書
丸
写
だ
。
お
前
は
何
を
聞
い
て

い
る
の
か
“
」
と
叱
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
は
、
丸
写
し
に
せ
よ

兎
に
角
提
出
し
た
こ
と
だ
け
は
、
確
か
だ
。「
な
ぜ
こ
ん
な

に
、
叱
ら
れ
る
の
か
。
宿
題
出
す
だ
け
で
も
い
い
と
し
て
く

れ
」
と
腹
の
中
で
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
後
に
な
っ
て
少

し
ず
つ
だ
が
気
が
つ
い
た
。
人
間
の
思
考
行
動
の
形
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
れ
ば
、
次
の
三
つ
の
繰
り
返
し

だ
と
考
え
て
い
る
。

宿
題
の
真
の
狙
い

　

知
識
と
思
考
力

　

予
習

先
ず
は
な
ん
で
も
、
知
る
こ
と
、
知
識
を
得
る
こ
と
だ
。

先
ず
勉
強
の
入
り
口
と
し
て
、
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
知
る

た
め
に
は
予
習
し
て
お
く
こ
と
。
予
め
調
べ
て
お
く
。
教
科

書
で
あ
れ
ば
、
何
度
も
読
み
返
し
、
要
点
を
頭
に
入
れ
て
お

く
こ
と
。
ど
う
し
て
も
時
間
が
取
れ
な
け
れ
ば
、
目
次
だ
け

で
も
読
ん
で
お
く
こ
と
だ
。

本
習

　

授
業
、
受
験

予
習
の
質
を
高
め
て
お
け
ば
、
本
習
も
理
解
が
よ
り
速
く

深
ま
る
こ
と
に
な
る
。
予
習
の
質
の
向
上
は
、
自
分
の
考
え

で
さ
ら
に
上
が
る
。

学
校
の
宿
題
は
、
ま
ず
何
が
書
い
て
あ
る
か
？
主
題
の
内

容
だ
。
先
ほ
ど
の
丸
写
し
が
こ
こ
に
該
当
す
る
。
自
分
の
意

見
、
内
容
に
つ
い
て
ど
う
思
う
の
か
？
宿
題
は
こ
れ
を
求
め

て
い
る
。
知
覚
力
、
思
考
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

宿
題
と
は
予
習
の
こ
と
だ
。
予
習
し
、
学
校
で
教
室
の
授
業

を
受
け
る
。
こ
れ
を
私
は
、
本
習
と
言
っ
て
い
る
。

指
導
・
普
及
に
汗
流
し

業
界
組
織
の
ま
と
め
役

努
力
讃
え
る
勲
章
は　
　
　
　
　

ハ
イ

晴
子
夫
人
が
あ
れ
ば
こ
そ

六
十
余
名
の
役
職
員

ま
す
ま
す　

隆
盛　

祈
り
ま
す　

ヨ
ー

は
や
し

ハ
ァ　

名
前
は
「
細
」
田
「
安
」
治
だ
が

「
太
」
く　

大
き
な
木
と
共
に

「
高
」
い　

評
価
の
勲
章
は

旭
日
輝
く　

小
綬
章　

小
綬
章　

と

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日　

両
国
相
撲
甚
句
会
会
員　

伊　

藤　

昭　

雄

三
商
で
学
ん
だ
こ
と

　

宿
題

三
商
で
学
ん
だ
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
特
に
こ
れ
は
、
こ

れ
だ
け
は
、
を
思
い
出
せ
ず
苦
し
ん
だ
。
苦
し
い
ん
で
思
い

出
せ
ず
な
に
も
書
か
ず
に
置
こ
う
か
、
さ
ん
ざ
ん
悩
ん
で
、

パ
ッ
ト
思
い
出
し
た
こ
と
は
、
中
学
二
年
の
こ
と
だ
。

先
生
は
誰
だ
か
記
憶
が
な
い
。
国
語
の
宿
題
を
丸
写
し
に

し
て
提
出
し
た
が
、
当
時
は
宿
題
を
出
す
こ
と
だ
け
が
大
変

な
作
業
だ
っ
た
。
出
す
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
、
そ
れ
も
前
日

の
一
夜
漬
け
、
フ
ウ
フ
ウ
し
て
や
っ
と
間
に
合
う
。
そ
ん
な

状
態
だ
っ
た
。

私
は
例
に
よ
っ
て
一
夜
漬
け
、し
か
も
教
科
書
丸
写
し
だ
。

そ
れ
で
も
、
何
と
か
間
に
合
わ
せ
提
出
し
た
。
宿
題
の
主
題

相
撲
甚
句

こ
こ
で
、
伊
藤
君
の
甚
句
を
披
露
申
し
上
げ
る
。

相
撲
甚
句　

細
田
安
治
著　

木
と
共
に
生
き
て　

よ
り

本
唄細

田
安
治
君
の
来
し
方
辿
る　

ヨ
ー

ル
ー
ツ
は
清
和
源
氏
と
て

偉
業
為
し
た
る
先
祖
あ
り　
　

ハ
イ

戦
火
が
襲
う
大
東
京

集
団
疎
開
を
経
験
し　
　
　
　

ハ
イ

家
業
手
伝
う
十
二
歳

厳
父
の
指
示
の
学
び
舎
は

都
立
三
商
・
明
大
へ

他
人
の
飯
の
経
験
は

製
材
・
木
工
・
乾
燥
と　
　
　

ハ
イ

目
指
す
は
総
合
メ
ー
カ
ー
で

ラ
ワ
ン
・
ア
ピ
ト
ン
・
ベ
ニ
ヤ
板

質
と
技
術
に
高
評
価　
　
　
　

ハ
イ

天
然
材
の
ツ
キ
板
で

迎
え
る
外
国
研
修
生　
　
　
　

ハ
イ

三　　商　　同　　窓　　会　　報 No.52（25）平成25年７月１日



復
習

　

毎
日
が
テ
ス
ト

　

応
用
問
題
の
繰
り
返
し

次
が
復
習
だ
。
こ
れ
も
大
事
だ
。
人
間
は
、
予
習
し
、
本

習
す
れ
ば
こ
れ
で
終
わ
り
と
考
え
て
し
ま
う
。
入
学
試
験
、

資
格
試
験
な
ど
そ
の
典
型
的
な
例
だ
。
一
夜
漬
け
勉
強
で
合

格
し
て
し
ま
え
ば
、
一
応
の
区
切
り
が
つ
い
た
。

し
か
し
、
入
学
し
て
か
ら
、
ま
た
は
、
資
格
取
得
後
、
実

際
の
仕
事
で
適
用
す
る
と
き
、
覚
え
て
い
な
い
も
の
だ
。
ま

た
応
用
問
題
に
も
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
で
は
、
毎
日
が
テ
ス
ト
、
毎
日
真
剣
勝
負
が
続
く
戦
場

だ
。
学
校
で
勉
強
の
で
き
る
頭
の
柔
ら
か
い
年
代
に
、
し
っ

か
り
こ
の
思
考
法
を
身
に
着
け
習
慣
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

見
識　

理
解
す
る
こ
と　

知
る
だ
け
で
は
、
何
に
も
な
ら
な

い
、
そ
こ
で
知
る
の
次
は
理
解
す
る
こ
と
だ

叡
智　

迷
い
、
苦
し
み
、
考
え
抜
く

胆
識　

決
め
た
ら
迷
わ
ず
、
ぶ
れ
ず
実
行
せ
よ
。
始
め
た
ら

何
が
何
で
も
や
り
抜
く
精
神
が
必
要
だ

人
間
の
心

人
は
何
事
も
、
そ
の
時
の
、
そ
の
人
の
心
の
状
態
に
よ
り
、

思
考
の
選
択
肢
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
ほ
ど
奥
が
深
い
も
の
だ
。

人
は
頭
に
な
い
こ
と
は
、
見
な
い
、
聞
か
な
い
、
読
ま
な

い
、
話
さ
な
い
、
書
け
な
い
も
の
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
頭
に

あ
る
こ
と
を
、
視
る
、
聴
く
、
読
む
、
話
し
、
書
く
、
人
は
、

人
の
話
し
の
奥
深
さ
を
知
れ
。
こ
こ
で
、「
厳
父
の
お
前
人

の
言
う
こ
と
を
聴
け
」
が
出
て
く
る
。

人
の
話
の
、
奥
深
さ
を
知
れ
。
何
を
話
し
て
い
る
の
か
。

た
だ
間
違
い
を
と
が
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
か
？
感
情
に
任
せ

て
怒
っ
て
い
る
だ
け
か
？
こ
こ
が
大
事
な
と
こ
ろ
だ
。“
自

分
は
教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
？
確
り
、
確
か
め
る
心
を
持
と

う
。読

む
だ
け
で
は　

知
る
だ
け
だ
。
理
解
す
る
。
理
解
す
る

に
は
、
書
い
て
あ
る
こ
と
が
、
何
の
目
的
で
書
か
れ
て
い
る

の
か
。

人
は
そ
の
時
の
心
の
状
態
で
、
思
考
へ
の
選
択
肢
が
違
う

ほ
ど
、
奥
が
深
い
も
の
だ
。
ま
し
て
複
数
の
人
間
を
お
相
手

に
す
る
と
き
は
、
多
く
の
お
相
手
は
選
択
肢
が
無
数
に
あ
る

こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
人
間
の
集
団
は
、
一
旦
、
モ
チ
ベ
が
あ
が
り
心

に
火
が
付
け
ば
、
大
き
な
力
と
な
る
。
集
団
の
心
を
、
如
何

に
知
り
、
理
解
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
が
、厳
父
の
「
人
の
言
う
こ
と
を
聴
け
」
と
教
え
ら
れ
、

三
商
で
は
「
宿
題
を
丸
写
し
」
で
叱
ら
れ
た
が
、
教
え
ら
れ

た
こ
と
は
、
無
限
に
大
き
な
こ
と
だ
っ
た
。

三
商
の
六
年
間
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
生

涯
の
友
十
九
期
会
の
諸
兄
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
、
都
立
三
商
が
教
育
の
中
核
と
し
て
の
益
々
発
展
し
ま
す

よ
う
、
そ
し
て
同
窓
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

祈
念
し
回
顧
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

10月５日（土）・６日（日）
2012年　三商祭（昨年）

「三商祭だぜぇ！ワイルドだろう」
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第
二
十
六
期

　

古　

田　

勝　

一

都
立
三
商
は
昭
和
三
年
四
月
開
校
…
第
一
期
の
卒
業
生

百
七
十
八
名
を
昭
和
八
年
に
輩
出
し
て
以
来
、
総
会
員
数
は

二
万
六
千
四
百
十
三
名
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。そ
の
間
、

三
商
同
窓
会
は
社
会
情
勢
の
幾
多
の
変
遷
・
波
濤
を
乗
り
越

え
、
本
年
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

初
代
校
長 

吉
澤 

徹

先
生
は
、
そ
の
風
貌
か

ら‘
和
製
リ
ン
カ
ー
ン
’

と
親
し
ま
れ
「
頭
は
文

明
人
に
、
体
は
野
蛮
人

に
」
と
繰
り
返
し
教
え

ま
し
た
。
一
流
国
際
人

に
相
応
し
い
教
育
『
リ

ト
ル
・
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン

た
れ
』
と
の
三
商
精
神

が
独
特
の
校
風
と
な
り

…
伝
統
と
な
り
、
受
け

継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

戦
前
は
修
学
旅
行
も

一
ヶ
月
に
及
ぶ「
満
州
」

へ
…
。
ま
た
、
当
時
と

し
て
は
モ
ダ
ン
な
時
計

塔
の
聳
え
る
校
舎
、
そ

し
て
制
服
は
背
広
、
白

い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
黒
ネ

ク
タ
イ
、
帽
子
は
慶
應

帽
に
蛇
腹
を
巻
い
た
ユ

三
商
同
窓
会
八
十
年
の
航
跡

／
卒
業
式
共
に
来
賓
と
し
て
律
儀
に
ご
臨
席
さ
れ
て
お
ら
れ

た
姿
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

初
代
よ
り
四
代
迄
は
、
同
窓
生
で
も
あ
る
三
商
勤
務
の
先

生
が
事
務
局
と
し
て
主
導
す
る
活
動
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

第
五
代
、
木
戸
隆
吉
会
長
は
横
綱
‘
大
鵬
’
似
の
ガ
ッ
チ

リ
と
し
た
ハ
ン
サ
ム
ボ
ー
イ
で
、
張
り
の
あ
る
良
い
声
で
演

説
も
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
頃
よ
り
三
商
出
身
で
三
商
勤
務
の
先
生
が
少
な
く
な

り
、
同
窓
生
の
手
に
拠
る
自
主
運
営
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
代
の
中
野
貞
三
事
務
局
長
の
懸
命

の
努
力
も
あ
り
、
自
主
運
営
へ
と
軌
道
に
乗
せ
て
行
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

第
六
代
、
柴
﨑
晴
雄
会
長
に
な
り
ま
し
て
は
同
窓
会
報
の

紙
面
が
ガ
ラ
リ
と
様
相
を
変
え
ま
し
た
。
こ
れ
迄
の
報
告
事

項
的
な
誌
面
か
ら
、
カ
ラ
ー
を
取
り
入
れ
た
‘
読
ん
で
楽
し

い
’‘
面
白
い
’
も
の
へ
と
一
新
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
の
も
、

そ
の
陰
に
日
本
原
色
印
刷
工
業
㈱
の
髙
久
三
男
社
長
の
採
算

ニ
ー
ク
な
も
の
で
し
た
。

そ
う
し
た
母
校
に
対
す
る
共
通
の

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
思
い
が
不
思
議

な
一
体
感
と
な
っ
て
、
他
校
と
は
異

な
っ
た
雰
囲
気
の
同
窓
会
を
醸
し
出

し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
八
年
（1933.4.29

）
に
発
足

し
ま
し
た
同
窓
会
も
、
当
時
は
殆

ど
学
校
の
世
話
で
運
営
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
実
質
的
に
独
立
し
た
も

の
と
な
っ
た
の
は
昭
和
十
七
年
四
月

二
十
九
日
の
天
長
節
の
佳
日
を
記
念

し
て
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
総
会
か
ら

と
云
え
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
戦
争
終
結
後
、
荒
廃
し
た

同
窓
会
組
織
の
再
編
を
第
二
代
の
今

村
直
人
校
長
よ
り
依
頼
を
受
け
た
岡

田
一
郎
氏
が
昭
和
二
十
年
、
初
代
同

窓
会
会
長
と
な
り
、
四
十
年
の
長
き
に
亘
り
会
長
を
務
め
ら

れ
、
第
二
代
都
築
健
一
氏
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
…
。

都
築
氏
は
財
団
の
六
日
町
山
寮
の
処
分
問
題
に
も
取
り
組

み
、
会
長
と
し
て
十
三
年
間
、
精
力
的
に
任
に
当
た
ら
れ
ま

し
た
。

第
三
代
、
神
谷
武
志
会
長
は
米
国
俳
優
の
ハ
ン
フ
リ
ー
・

ボ
ガ
ー
ド
ば
り
の
渋
い
ダ
ン
デ
ィ
ー
な
方
で
し
た
が
、
病
気

が
ち
で
三
年
間
程
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
副
会
長
の
福
田　

猛

氏
は
（
社
会
現
象
で
生
徒
数
が
減
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
が

続
く
と
同
窓
会
の
財
源
も
先
細
り
に
な
る
の
は
必
至
で
あ
る

の
で
）
各
期
の
同
期
会
及
び
個
人
に
呼
び
掛
け
「
寄
付
金
」

を
募
ろ
う
と
提
唱
し
、
運
営
協
賛
金
の
名
目
で
平
成
十
二
年

よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

運
営
協
賛
金
の
勘
定
科
目
は
引
き
続
き
現
在
も
生
か
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

第
四
代
、
大
嶽　

清
会
長
は
、
こ
れ
ま
た
米
国
俳
優
の
ダ

ニ
ー
・
ケ
イ
ば
り
の
男
前
の
方
で
し
た
。
昨
年
第
二
十
回
を

数
え
ま
し
た
「
東
京
校
歌
祭
」
へ
も
、
三
商
は
大
嶽
会
長
の

代
に
第
五
回
よ
り
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

会
長
を
辞
し
た
後
も
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
迄
、
入
学
式

歴代同窓会会長
同窓会（代） 同窓会（期） 会長氏名 自 至

初代 １期 岡田　一郎 1945 1985
２代 ３期 都築　健一 1985.5 1998.6
３代 ８期 神谷　武志 1998.6 2001.5
４代 １２期 大嶽　　清 2001.5 2003.5
５代 １９期 木戸　隆吉 2003.5 2008.5
６代 ２５期 柴﨑　晴雄 2008.5 2012.5
７代 ２６期 岩瀬　和子 2012.5

歴代同窓会副会長
同窓会（代） 同窓会（期） 副会長氏名

初代 １期 殿塚　慎一
初代 ２期 村田　晃一
初代 ２期 千賀　万裕
初代 ３期 都築　健一
２代 ４期 窪田甚之助
初代 ６期 杉原勇太郎
２代 ８期 神谷　武志
３代 ９期 小川　博敏
３代 １０期 福田　　猛
３代 １２期 古暮　正雄
４代 １９期 木戸　隆吉
５代 ２０期 河原　啓介
５代 ２１期 富張　勝三
５代 ２５期 鬼澤　好男
７代 ２２期 篠﨑　　清

６代〜７代 ２４期 尾坂富美子
６代 ２６期 岩瀬　和子
７代 ２８期 伊澤　宏祐
６代 ２８期 田端　　彰

５代〜６代〜７代 ２９期 土方　敏之
６代〜７代 ３１期 三浦　康二
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女
性
会
員
の
一
層
の
活
躍
が
望
ま
れ
る
処
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
成
長
し
て
行
く
に
も
、
こ
れ
迄
培
っ
た
三

商
精
神
の
伝
統
を
軸
に
多
様
な
人
材
で
新
時
代
へ
向
か
う
方

が
面
白
い
。

さ
ら
に
は
同
窓
会
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
昔
の
栄
光
の
三

商
を
目
指
し
、
母
校
三
商
の
地
位
向
上
の
た
め
に
努
め
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
‘「
成
人
力
」
を
身
に
つ
け
た

人
材
育
成
’
の
観
点
か
ら
、
物
心
両
面
で
の
支
援
（
資
格
取

得
支
援
・
卒
業
証
書
入
れ
の
寄
贈
・
部
活
動
・
就
職
活
動
な

ど
多
角
的
に
わ
く
わ
く
す
る
未
来
図
で
…
）
を
戦
略
を
も
っ

て
強
力
に
推
進
し
て
参
り
た
い
。

最
後
に
、
岩
瀬
会
長
に
な
り
ま
し
て
か
ら
同
窓
会
と
母
校

三
商
と
の
連
携
が
、
か
つ
て
無
い
程
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
で
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
浦
部
利
明
校
長
先
生
の
お
人
柄
に
拠
る
処
が
大
で

有
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
良
好
な
確
固
た
る
関
係
が
オ
ー

ル
三
商
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
進
化
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
八
十
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

開
設
準
備
の
リ
ー
ダ
ー
、大
川
幹
雄
氏（
第
二
十
九
期
）は
、

ま
ず
期
間
を
決
め
て
…
目
標
→
計
画
→
達
成
→
成
功
と
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
各
委
員
と
確
認
し
合
い
な
が
ら
完
成
へ

と
導
き
ま
し
た
。
こ
の
大
川
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
賞
賛

に
値
す
る
と
思
い
ま
す
。

開
設
準
備
を
進
め
る
中
で
、
佐
久
間
保
人
氏
（
第
三
十
三

期
）、
岩
瀬
茂
幸
氏
（
第
四
十
九
期
）
は
じ
め
若
い
活
躍
出

来
る
優
秀
な
人
材
が
出
現
し
ま
し
た
こ
と
も
次
世
代
へ
の
明

る
い
展
望
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
は
、
男
性
会
員
は
元
よ
り
、
多
数
を
占
め
る

若
い
女
性
会
員
の
感
性
が
生
か
さ
れ
た
同
窓
会
に
な
る
様
、

を
度
外
視
し
た
心
か
ら
の
御
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す

…
ご
恩
を
忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
代
の
杉
本
光
男
事
務
局
長
は
最
初
か
ら
綿
密

な
計
画
を
立
て
て
一
意
専
心
そ
の
運
営
に
当
た
ら
れ
、
う
ま

ず
た
ゆ
ま
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
か
つ
て
な
い
充
実
し
た
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
て
、
自
主
運
営
の
定
着
・
確
立
を
見
た
思
い
で

す
。
そ
れ
も
自
主
的
に
！
！
…
健
全
に
！
！
…
ま
た
、
活
発

に
！
！
…
。

三
商
は
男
子
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
三
年
、
新

学
制
の
実
施
に
伴
い
、
昭

和
二
十
四
年
よ
り
四
名

の
女
子
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り

に
徐
々
に
女
性
も
増
え
、

高
学
歴
社
会
な
ど
時
代

の
波
に
は
抗
し
切
れ
ず
、

つ
い
に
昭
和
四
十
四
年

を
境
に
男
女
の
比
率
が

逆
転
…
現
在
は
会
員
総

数
の
半
分
以
上
が
女
性

会
員
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
と
も

に
、
第
七
代
同
窓
会
長
も

岩
瀬
和
子
氏
が
選
出
さ

れ
、
初
の
女
性
会
長
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。

岩
瀬
会
長
は
副
会
長
の
頃
か
ら
若
い
世
代
の
同
期
会
開
催

を
重
視
し
推
進
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
、
同
窓
会
の
成

長
戦
略
を
テ
コ
入
れ
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
延
長

線
上
に
あ
る
各
期
同
期
会
の
強
化
に
他
な
ら
な
い
と
見
て
い

ま
す
。

活
発
な
同
期
会
の
「
核
」
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
同
期
会
の
「
核
」
が
増
殖
し
て
来
れ
ば
、
必

ず
同
窓
会
全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

歴代同窓会事務局長
同窓会（代） 同窓会（期） 事務局長氏名

初代 ６期 杉原勇太郎
２代 １２期 古暮　正雄

２代〜５代 １９期 岩瀬　　源
５代 １９期 中野　貞三
５代 ２５期 柴﨑　晴雄

６代〜７代 ２６期 杉本　光男

歴代同窓会監事
同窓会（代） 同窓会（期） 監事氏名

初代 ２期 村田　晃一
初代 ４期 斉藤　茂雄
初代 ５期 平岡　靖章
初代 ８期 神谷　武志

初代〜３代 ９期 小川　博敏
３代 １１期 森　　光義

２代〜３代 １２期 大嶽　　清
３代 ２０期 河原　啓介
５代 ２１期 浅野　修一

４代〜５代 ２２期 鶴ヶ谷義徳
５代〜７代 ２６期 古田　勝一
４代〜７代 ２７期 辻井　正巳

５代 ２９期 土方　敏之
６代〜７代 ３４期 三川　廣志

同窓会創立総会
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同
窓
会
・
生
徒
会
・
公
益
財
団
法
人 

東
京
三
商
会 

側
か
ら
見
た
《
三
商
沿
革
》

昭和３年（1928年） １月31日 東京府立第三商業学校 設立
昭和８年（1933年） ２月７日 前田夕暮氏歌詞、山田耕筰氏作曲の校歌が出来る

３月29日 第１回卒業式挙行・・・帝国ホテルにて祝賀晩餐会開催
４月29日 同窓会が発会式を挙げた

昭和13年（1938年） 12月13日 川岸運動場の獲得…整地に入る
昭和17年（1942年） ４月20日 同窓会報第１号発行

４月29日 同窓会総会（天長節の佳日を記念して）
９月 同窓会より母校にブラスバンド寄贈

昭和18年（1943年） ７月 東京都立第三商業学校と改称
昭和20年（1945年） 同窓会・組織の再編　岡田会長、今村直人校長より依頼を受ける
昭和23年（1948年） １月31日 創立20周年記念行事

４月 東京都立第三商業高等学校と改称
昭和24年（1949年） ５月 生徒会 誕生
昭和25年（1950年） 10月10日 多田宏氏作詞、池内友次郎氏作曲の応援歌制定
昭和27年（1952年） ４月28日 （日本国独立回復）講和発行を祝して講堂前にシュロの植樹
昭和30年（1955年） ４月 「同窓会名簿」発行
昭和31年（1956年） 11月 「同窓会報」復刊第１号発行
昭和33年（1958年） ２月23日 創立30周年記念式典挙行

３月９日 第25期生、戦後初めての卒業祝賀会（於 プリンスホテル）
７月 同窓会として母校にプール寄贈

昭和37年（1962年） ６月 六日町山寮、落成式挙行
昭和38年（1963年） １月31日 創立35周年記念式典挙行
昭和39年（1964年） １月27日 財団法人 東京三商会の設立が認可される

１月31日 「同窓会会員名簿」発行
昭和40年（1965年） ８月 山寮運動場完成
昭和43年（1968年） １月 三商生徒会館 兼 同窓会館 竣工

１月31日 創立40周年記念式典 挙行
昭和50年（1975年） ３月11日 川岸運動場、東京都に売却
昭和53年（1978年） １月28日 創立50周年記念式典 挙行
昭和55年（1980年） 12月 新校舎着工、体育館、プール等、一部施設解体
昭和57年（1982年） ４月 新校舎落成、旧校舎、講堂、武道場等解体
昭和58年（1983年） ５月14日 改築落成記念式典 挙行
昭和59年（1984年） ６月10日 「同窓会会員名簿」発行
昭和60年（1985年） 第２代（３期）都築健一同窓会長 就任
昭和63年（1988年） １月31日 創立60周年記念式典 挙行
平成８年（1996年） ９月26日 「同窓会会員名簿」発行
平成９年（1997年） 11月１日 創立70周年記念式典 挙行
平成10年（1998年） ６月 第３代（８期）神谷武志同窓会長 就任
平成13年（2001年） ５月 第４代（12期）大嶽清同窓会長 就任
平成15年（2003年） ５月 第５代（19期）木戸隆吉同窓会長 就任
平成20年（2008年） １月12日 創立80周年記念式典 挙行

５月 第６代（25期）柴﨑晴雄同窓会長 就任
９月１日 「同窓会報」第47号発行（三商創立80周年記念特別号）

平成23年（2011年） ３月25日
財団法人 東京三商会より公益財団法人 東京三商会への移行認定書受理
（４月１日効力発生）

７月１日
「同窓会報」第50号発行
※昭和31年（1956年）復刊第１号より数えて

平成24年（2012年） ５月12日 第７代（26期）岩瀬和子同窓会長 就任（初の女性会長 誕生）
平成25年（2013年） ３月８日 第80期卒業式挙行…ティアラこうとうにて
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八
十
八
年
を
生
き
て

第
十
期　

荻　

野　

文　

雄

自
分
の
年
齢
と
、
昭
和
の
年
代
が
同
じ
の
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
年
）
に
生
ま
れ
た
私
は
、
昭
和
史
に
、
特
に
大

日
本
帝
国
最
期
の
時
代
で
あ
り
、
戦
争
の
時
代
で
あ
っ
た
昭

和
前
史
に
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
る
。

昭
和
十
二
年
、
三
商
に
十
二
歳
で
入
学
し
た
。
そ
の
年
の

七
月
七
日
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
。
大
東
亜
戦
争
（
太
平

洋
戦
争
）
が
始
ま
っ
た
十
六
年
十
二
月
、
戦
時
措
置
と
し
て

繰
上
げ
卒
業
し
た
。
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗
戦
の
玉
音
放

送
は
二
十
歳
の
陸
軍
二
等
兵
と
し
て
四
国
高
松
の
小
学
校
宿

舎
の
蝉
し
ぐ
れ
の
中
で
聴
い
た
。
小
学
校
に
入
学
し
た
年
に

起
き
た
満
州
事
変
以
来
の｢

戦
争
の
児｣

は
戦
争
は
終
わ
る

こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
感
慨
だ
っ
た
。

同
時
に
、
死
の
恐
怖
か
ら
救
わ
れ
、
軍
隊
の
束
縛
か
ら
解
放

さ
れ
て
自
由
を
得
た
と
い
う
心
境
だ
っ
た
。
多
く
の
大
正
世

代
が
、南
方
戦
場
で
餓
死
し
、強
制
さ
れ
た
特
攻
で
、自
爆
し
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
に
凍
死
し
た
。
戦
争
は
悲
惨
だ
。
生
き
て

い
れ
ば
国
家
社
会
の
為
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
若
者
た
ち
が
人

生
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
な
く
散
っ
て
い
っ
た
。
私
は
徴
兵

最
期
の
年
代
の
故
に
過
酷
な
運
命
を
免
れ
た
と
い
え
る
。
同

期
生
で
も
戦
死
者
は
少
な
い
。

今
日
の
視
点
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
は
、
米
国
と
の
軍
事
力
、

経
済
力
、
科
学
技
術
の
圧
倒
的
な
格
差
か
ら
勝
ち
目
の
な
い

戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
米
英
を
相

手
に
国
家
を
破
滅
さ
せ
る
よ
う
な
戦
争
を
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。 八

十
八
年
を
生
き
て

二
十
一
年
三
月
、
電
機
大
手
の
Ｔ
社
に
在
籍
し
た
縁
で
、

昭
和
を
動
か
し
た
人
物
に
出
会
い
、
馨
咳
に
接
し
た
の
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

石
原
莞
爾
中
将
は
、
関
東
軍
参
謀
と
し
て
満
州
事
変
の
首

謀
者
と
し
て
知
ら
れ
、
参
謀
本
部
作
戦
部
長
と
し
て
日
中
戦

争
に
反
対
し
、
東
条
英
機
陸
相
と
の
確
執
に
よ
っ
て
太
平
洋

戦
争
前
に
予
備
役
に
な
っ
た
が
、
陸
軍
第
一
の
戦
略
家
で
あ

っ
た
。東
京
裁
判
の
酒
田
臨
時
法
廷
に
証
人
と
し
て
出
廷
し
、

市
ヶ
谷
法
廷
の
顕
官
被
告
た
ち
が
連
合
国
の
検
事
・
裁
判
官

に
唯
々
諾
々
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
原
爆
の
投
下
、
都
市

の
無
差
別
爆
撃
を
命
じ
た
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
こ
そ
第
一
級

の
戦
争
犯
罪
人
で
あ
る
、
と
戦
勝
国
を
相
手
に
堂
々
と
主
張

し
た
。
二
十
四
年
八
月
十
五
日
逝
去
。

石
原
莞
爾
と
い
う
人
物
は
死
後
六
十
四
年
を
経
た
今
日
で

も
、
そ
の
評
価
が
定
ま
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

満
州
の
曠
野
に
五
族
協
和
の
国
家
を
建
設
し
た
理
想
家
と

稱
せ
ら
れ
る
一
方
、
満
州
事
変
を
独
断
で
起
し
た
悲
惨
な

十
五
年
戦
争
の
発
起
人
と
貶
さ
れ
て
い
る
。

二
十
四
年
七
月
、
私
は
Ｔ
社
府
中
労
働
組
合
執
行
委
員
と

し
て
新
潟
市
で
の
全
国
車
輛
産
業
労
働
組
合
中
央
委
員
会
に

出
席
し
た
。
閉
会
後
、
日
本
海
に
沿
っ
て
走
る
羽
越
本
線
で

秋
田
県
境
の
鳥
海
山
麓
、
山
形
県
吹
浦
に
至
り
、
石
原
将
軍

が
東
亜
連
盟
の
同
志
と
共
に
農
耕
生
活
を
さ
れ
て
い
る
西
山

農
場
を
訪
ね
た
。
一
隅
の
簡
素
な
お
住
ま
い
に
病
臥
さ
れ
て

お
ら
れ
た
が
、
心
よ
く
会
っ
て
く
だ
さ
れ
た
。
病
床
に
端

坐
し
、｢

暑
い
か
ら
裸
に
な
り
た
ま
え
。
何
で
も
き
い
て

く
れ｣

と
言
わ
れ
た
。
元
二
等
兵
は
中
将
閣
下
が
優
し
く

礼
儀
正
し
い

の
に
感
動
し

た
。
何
故
日

本
は
負
け
た

の
か
、
教
え

を
請
う
た
。

｢

も
し
自
分

が
戦
争
を
指

導
し
て
い
た

な
ら
ば
、
米

国
に
勝
て
た

と
ま
で
は
言

直
接
の
原
因
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
八
日
、
日
本
陸

軍
に
よ
る
航
空
基
地
の
建
設
と
石
油
そ
の
他
の
資
源
を
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
確
保
す
る
目
的
の
南
部
仏
印
進
駐
が
米
国
政
府

を
刺
戟
し
、
石
油
の
全
面
禁
輸
と
在
米
日
本
資
産
の
凍
結
を

も
っ
て
報
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
天
皇
は
、
戦
前
は
現
人
神
と
し
て
、
戦
後
は
国
民
統

合
の
象
徴
と
し
て
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
か
れ
た
。
平
成
二

年
に
発
表
さ
れ
た
『
昭
和
天
皇
独
白
録
』
に
、｢

日
米
戦
争

は
油
で
始
ま
り
油
で
終
わ
っ
た
様
な
も
の
で
あ
る
が
、
開
戦

前
の
日
米
交
渉
時
代
に
若
し
日
独
同
盟
が
な
か
っ
た
ら
米
国

は
安
心
し
て
日
本
に
油
を
呉
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
同
盟
が

あ
る
為
に
日
本
に
送
っ
た
油
が
独
逸
に
廻
送
さ
れ
は
せ
ぬ
か

と
云
ふ
懸
念
の
為
に
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
と
も
云
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
米
英
に
対
す
る
宣
戦
布
告
の

詔
書
が
渙
発
さ
れ
た
。｢

帝
国
ハ
今
ヤ
自
存
自
衛
ノ
為
蕨
然

起
ッ
テ｣

開
戦
す
る
と
あ
る
。

米
英
に
対
す
る
戦
争
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

乾
坤
一
擲
の
勝
負
を
挑
む
為
に
、
戦
争
目
的
を｢

自
存
自
衛

｣

だ
け
で
は
な
く
、｢

ア
ジ
ア
民
族
を
白
人
支
配
か
ら
解
放

す
る｣

と
い
う
高
い
理
想
を
掲
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ア
ジ
ア
解
放
を
信
じ
て
死
ん
で
い
っ
た
若
者
が
た
く
さ
ん
い

た
こ
と
も
事
実
だ
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
に
広
島
に
、
九
日
に
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
八
日
に
は
ソ
連
が
日
ソ
中
立
条
約
を
無

視
し
て
日
本
に
宣
戦
布
告
し
、
赤
軍
が
満
州
に
侵
攻
し
た
。

日
本
政
府
は
、
八
月
十
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
連

合
国
に
降
伏
し
た
。

二
十
一
年
五
月
三
日
、極
東
国
際
軍
事
裁
判
が
開
廷
し
た
。

戦
争
中
の
指
導
者
二
十
八
名
が
Ａ
級
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
被

告
に
な
っ
た
。

二
十
二
年
五
月
三
日
、
日
本
国
憲
法
（
新
憲
法
）
が
施
行

さ
れ
た
。
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
、
国
民
主
権
が

三
原
則
と
な
っ
た
。
九
条
戦
争
放
棄
が
眼
目
で
あ
る
。
こ
の

条
項
は
、
た
ん
に
米
国
が
日
本
の
軍
事
的
復
活
を
恐
れ
て
強

制
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦

の
惨
禍
を
経
験
し
た
西
欧
諸
国
の
理
想
、
世
界
史
的
な
理
念

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
敗
戦
に
よ
っ
て
購
っ
た
も
の
で
あ

り
、
人
類
平
和
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

石原莞爾中将
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ボ
ー
ル
の
日
本
代
表
選
手
団
然
り
、
卓
球
、
レ
ス
リ
ン
グ
等

の
、
各
分
野
に
於
い
て
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
、
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
。
又
富
士
山
の
、
遺
産
登
録
に
よ

っ
て
、
保
全
に
気
を
配
り
、
観
光
事
業
に
力
を
注
ぎ
、
外
貨

獲
得
に
役
立
た
せ
て
頂
き
た
い
。

さ
て
、
本
題
の
格
言
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
、
私
見
で
す
が
記
述
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

対
処
法

「
お
」
→
お
こ
る
な

愛
の
反
対
は
、
憎
し
み
で
は
な
く
て
、
無
関
心

で
あ
る
。
朝
日
新
聞
に
掲
載
。

｢

い｣

→
い
ば
る
な

低
姿
勢
で
応
対
し
、
人
間
だ
れ
し
も
、
長
所
が

あ
る
。
敬
意
を
以
っ
て
接
す
る
。

「
あ
」
→
あ
き
る
な

毎
日
同
じ
こ
と
を
、
し
て
い
る
と
、
あ
き
る
か

ら
、
趣
味
を
二
つ
位
持
っ
て
生
活
に
変
化
を
加

え
て
、
楽
し
む
。

「
く
」
→
く
さ
る
な

平
常
心
を
保
ち
人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
よ
う
に
。

「
ま
」
→
ま
け
る
な

勝
つ
と
思
う
な
、
思
え
ば
負
け
よ
、
最
善
を
尽

く
せ
。（
ド
ゥ　

ユ
ア
―　

ベ
ス
ト
）

人
生
の
中
で
、
大
変
貴
重
な
、
格
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

｢

お
い
あ
く
ま｣

の
一
つ
で
も
、
疎
に
し
た
ら
、「
お
い
悪
魔

が
、
や
っ
て
く
る
ぞ
、
と
い
う
事
に
な
る
。
今
メ
デ
ィ
ア
で

は
、
著
名
な
方
の
、
失
言
が
多
く
、
口
を
す
べ
ら
せ
て
、
一

生
を
台
無
し
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
戒
め
な
け
れ
ば
、
な

り
ま
せ
ん
。
病
い
は
、
口
か
ら
入
り
、
災
い
は
、
口
か
ら
出

る
こ
と
は
、
長
寿
の
心
得
に
も
、
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
こ
の
伝
統
格
言
を
教
え
て
下
さ
っ
た
恩
師
は
、
三
商
十
期

都
立
三
商
伝
統
の
教
え

『
お
い
あ
く
ま
』
に
つ
い
て

第
十
九
期　

木　

戸　

隆　

吉

「
隔
た
り
て
、
ま
す
ま
す
高
し
、
富
士
の
山
」

富
士
山
が
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
に
、

三
保
の
松
原
を
含
め
た
形
で
、
世
界
文
化
遺
産
に
、
決
定
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
お
目
出
度
い
こ
と
で
、
日
本
人
と

し
て
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
。
昔
か
ら
日
本
の
誇

り
に
『
米
刀
、
お
ん
な
の
才
智
、
富
士
の
山
、
た
た
み
美
濃

紙
、
か
つ
お
節
』
と
い
う
名
句
が
あ
り
ま
す
。
米
は
世
界
一

の
品
質
を
誇
り
、
こ
れ
か
ら
増
産
に
切
り
換
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
し
、
世
界
各
国
に
輸
出
し
て
欲
し
い
。
お
ん
な
の
才
智

に
し
て
い
え
ば
、
東
洋
の
魔
女
と
う
た
わ
れ
た
貝
塚
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
、
ソ
フ
ト

わ
な
い
が
、絶
対
に
負
け
は
し
な
か
っ
た
。｣

と
い
う
言
葉
が
、

今
な
お
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

蒋
介
石
総
統
と
無
条
件
で
和
平
し
て
中
国
か
ら
全
面
撤
兵

し
、
南
方
戦
線
は
大
胆
に
縮
小
し
て
資
源
地
帯
の
防
衛
に
転

じ
、
持
久
態
勢
を
と
る
。
政
略
的
に
は
外
交
ル
ー
ト
で
講
和

の
機
会
を
覗
う
。
海
軍
は
全
力
で
サ
イ
パ
ン
を
死
守
す
べ
き

で
あ
っ
た
が
、
為
す
と
こ
ろ
な
く
陥
落
し
た
た
め
に
日
本
本

土
へ
の
爆
撃
が
可
能
に
な
っ
た
、
と
慨
嘆
さ
れ
た
。

後
年
、
三
期
の
歌
川
平
次
郎
氏
が
西
山
農
場
に
居
住
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
あ
る
年
の
同
窓
会
総
会
の
席
上
、

会
長
の
都
築
健
一
氏
（
三
期
）
に
歌
川
氏
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
、
三
商
を
通
じ
て
親
友
で
あ
り
、
東

亜
連
盟
運
動
の
同
志
で
、
日
蓮
主
義
の
同
信
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
戦
後
、
石
原
将
軍
を
慕
っ
て
京
橋
木
挽
町
か
ら
山
形

県
西
山
に
移
住
し
て
百
姓
に
な
り
、
将
軍
没
後
は
養
護
学
校

の
教
師
に
な
ら
れ
た
こ
と
等
を
伺
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
年

十
月
、
清
田
榮
一
先
生
か
ら
頂
い
た
お
手
紙
の
中
に
次
の
よ

う
な
一
節
が
あ
っ
た
。｢

三
商
三
期
の
歌
川
平
次
郎
君
（
慶

大
卒
、
故
人
）
は
石
原
将
軍
に
帰
依
し
、
膝
下
で
ご
指
導
を

仰
ぎ
ま
し
た
。
戦
後
、
山
形
県
で
教
職
を
つ
と
め
て
い
ま
し

た
が
、
先
年
他
界
し
ま
し
た
。
彼
が
存
命
な
ら
ば
、
貴
君
と

対
談
も
出
来
た
こ
と
と
残
念
で
す
。｣

老
人
の
特
権
は
自
由
な
時
間
だ
け
は
十
分
に
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
自
宅
か
ら
歩
い
て
五
十
分
ほ
ど
の
処
に
神
奈
川
県
立

図
書
館
が
あ
り
、
弁
当
を
も
っ
て
殆
ど
日
参
し
て
い
る
。
専

ら
現
代
史
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
い
る
。
書
架
の
本
の
背
表

紙
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
知
の
海
を
航
し
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
な
る
。

各
種
の
新
聞
・
雑
誌
を
閲
覧
で
き
る
の
も
あ
り
難
い
。
活

字
人
間
に
と
っ
て
公
共
図
書
館
は
学
習
の
場
で
あ
る
と
共
に

憩
い
の
場
で
あ
る
。『
徒
然
草
』
の｢

存
命
の
喜
び
、
日
々

に
樂
し
ま
ざ
ら
ん
や｣

を
実
践
し
て
い
る
。

八
十
八
年
を
諸
縁
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
こ
と
を
感

謝
し
て
い
る
。
自
分
ら
し
く
人
間
ら
し
く
日
本
人
ら
し
く
生

き
抜
い
て
、
天
与
の
命
を
全
う
し
た
い
と
切
に
念
う
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日
記
）
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頃
の
稼
働
を
目
指
す
と
い
う
。
／
京
は
毎
秒
一
京
〔
一
兆
の

一
万
倍
〕
回
の
計
算
能
力
を
持
つ
。
日
本
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は

現
在
世
界
三
位
で
あ
る
。

ス
パ
コ
ン
を
は
じ
め
、
科
学
の
進
化
は
、
ノ
ー
ベ
ル
科
学

賞
を
受
賞
し
た
山
中
教
授
〔
ｉ
ｐ
Ｓ
細
胞
〕
の
活
用
を
は
じ

め
、
人
類
に
と
っ
て
大
変
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
が
、
主
役
、

リ
ー
ダ
ー
は
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
正
確
に
間
違
え
る
。」
―
―
宮
沢
喜

一
元
総
理
―
―
と
い
う
適
切
な
言
葉
が
あ
る
が
、
み
ず
ほ
証

券
の
一
円
事
件
〔
桁
違
い
入
力
に
よ
る
ミ
ス
―
―
五
百
数

十
億
円
の
損
失
が
発
生
し
た
〕、
正
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
巨
額
な
ミ
ス
は
、
ソ
ロ
バ
ン
パ
チ
パ
チ
の
時

代
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

＊
＊
＊
Ｃ
Ⅰ
Ａ
元
職
員
が
内
部
告
発

　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
悪
用
に
注
意
／
監
視

何
年
も
何
度
も
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
利
用
〔
Ａ
Ｔ
Ｍ
〕
に
よ
る
振

り
込
め
詐
欺
事
件
な
ど
起
き
て
い
る
が
、
ツ
ー
ル
の
進
化
は

悪
人
、
ド
ロ
ボ
ー
に
と
っ
て
も
と
て
も
便
利
な
の
で
あ
る
。

最
近
は
、
年
配
者
の
巨
額
支
出
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関

で
も
使
用
目
的
等
を
丁
寧
に
聞
い
て
い
る
が
、〔
郵
便
局
長

の
通
報
と
警
察
の
連
携
に
よ
り
犯
人
逮
捕
が
で
き
た
事
例
あ

り
〕
時
代
対
応
の
安
全
、
防
護
も
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

紀
伊
國
屋
書
店
の
電
子
書
籍
の
二
十
万
部
超
と
い
わ
れ
る

印
税
不
払
い
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
々
ツ
ー
ル
悪
用
の
事
件
は

後
を
絶
た
な
い
。

折
柄
、
米
国
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
元
職
員
の
内
部
告
発
事
件
が
報
道

さ
れ
、
世
界
的
に
情
報
の
収
集
目
的
と
的
確
、
適
正
な
利
用

状
況
と
管
理
シ
ス
テ
ム
も
含
め
て
根
源
か
ら
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

我
が
国
で
も
「
共
通
番
号
制
度
」
が
、
二
〇
一
六
年
一
月

よ
り
、
実
用
化
に
向
け
て
実
施
さ
れ
る
が
、
憲
法
の
理
念
を

厳
守
し
、
国
民
の
基
本
的
人
権
等
を
尊
重
し
、
目
的
外
の
利

用
〔
悪
用
〕
に
は
厳
罰
を
課
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
厳
正
、
公
正
な
第
三
者
委
員
会
を
併
置
し
、
運
用

状
況
に
つ
い
て
適
時
、
国
民
に
開
示
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

ご
参
考
ま
で
に
、
次
の
こ
と
を
し
た
た
め
て
お
き
ま
す
。

三
商
卒
業
式
に
於
け
る
教
訓

「
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
行
動
が
変
わ
る

行
動
が
変
わ
れ
ば
、
習
慣
が
変
わ
る

習
慣
が
変
わ
れ
ば
、
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
変
わ
れ
ば
、
運
命
が
変
わ
る
」

「
富
士
見
坂
は
、
都
内
で
二
十
八
ヶ
所
あ
る
が
、
富
士
山

が
見
え
る
坂
は
、
西
日
暮
里
の
、
富
士
見
坂
だ
け
」

「
山
は
富
士
、
海
は
瀬
戸
内
、
温
泉
は
別
府
」
と
か
申
し

ま
す
。

以
上
を
も
っ
て
失
礼
い
た
し
ま
す
が
、同
窓
会
の
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

三
商
会
計
人
会
副
会
長
［
事
務
局
担
当
］

第
二
十
二
期　

荻　

野　

弘　

康

＊
＊
ス
パ
コ
ン
が
進
化
し
て
も
主
役
は
人
間
で
あ
る

平
成
二
十
五
年
四
月
に
行
わ
れ
た
将
棋
の
プ
ロ
棋
士
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
戦
い
は
、
二
勝
三
敗
で
プ
ロ
棋
士
が
破

れ
た
。
現
役
の
五
段
、六
段
の
プ
ロ
棋
士
〔
Ａ
級
棋
士
〕
で
、

タ
イ
ト
ル
保
持
者
で
は
な
い
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
進
化

に
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

何
業
で
も
、
ど
ん
な
職
業
で
も
、
業
務
関
連
の
ツ
ー
ル
が

進
歩
す
る
こ
と
は
、
業
務
改
善
だ
け
で
な
く
、
科
学
、
化
学

の
飛
躍
的
な
進
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

＊
＊
ス
パ
コ
ン
世
界
一
奪
還
へ

文
部
科
学
省
は
二
〇
一
四
年
春
か
ら
、
世
界
最
高
性
能
の

次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
開
発
に
着
手
す
る
と

い
う
。
十
一
年
に
世
界
一
の
計
算
速
度
を
達
成
し
た
理
化
学

研
究
所
の
ス
パ
コ
ン
「
京
」
を
百
倍
ほ
ど
上
回
り
、
二
十
年

ス
パ
コ
ン
世
界
一
奪
還
へ

卒
、
故
竹
田
一
郎
先
生
で
す
。
在
学
中
は
、｢

お
い
あ
く
ま｣

は
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
卒
業
し
て
、
十
九
期
会
の

同
期
会
で
、
良
い
格
言
で
す
か
ら
『
覚
え
て
て
下
さ
い
ね
』

と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、芸
能
界
で
物
ま
ね
で
人
気
の「
コ

ロ
ッ
ケ
」
さ
ん
が
、
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
私
が
現

在
に
至
っ
た
の
は
、母
が
云
う「
あ
お
い
く
ま
」の
お
陰
で
す
。

「
私
は
こ
れ
を
守
っ
て
、
現
在
が
あ
る
の
で
す
。」
と
話
し
て

お
り
ま
し
た
。「
お
い
あ
く
ま
」
と
「
あ
お
い
く
ま
」
と
は
、

同
じ
内
容
で
、
確
か
、
コ
ロ
ッ
ケ
さ
ん
は
九
州
の
ご
出
身
、

三
商
二
代
校
長
、
今
村
直
人
先
生
も
九
州
の
ご
出
身
で
あ
ら

れ
、
昭
和
十
四
年
に
三
商
に
赴
任
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
時
代
的
、
内
容
的
に
合
致
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
私
達
十
九
期
生
は
、
毎
月
一
回
十
九
日
前
後
に
墨
田
区

両
国
二
丁
目
の
「
大
関
庵
」
そ
ば
店
で
集
い
、
金
二
千
五
百

円
の
会
費
で
、
お
蕎
麦
と
つ
ま
み
、
ビ
ー
ル
、
お
酒
等
で
二

時
間
の
宴
を
催
し
て
い
ま
す
。
話
題
は
豊
富
で
、
元
気
で
飲

み
食
い
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
で
、
八
十
の
祝
い
、
傘
寿
の

会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
構
成
は
、
昭
和
七
、八
、九
年
生

ま
れ
の
、
申
、
酉
、
戌
年
で
、
同
期
会
は
、
継
続
す
る
か
、

又
別
の
名
前
で
、
例
え
ば
桃
太
郎
三
商
会
と
す
る
か
、
こ
の

ま
ま
、
米
寿
八
十
八
歳
、
卒
寿
九
十
、
白
寿
九
十
九
、
茶
寿

百
八
歳
、
皇
寿
百
十
一
歳
と
、
最
後
ま
で
頑
張
る
か
、
と
話

題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
は
木
村
次
郎
右
衛
門
さ
ん

百
十
六
歳
ま
で
を
目
指
し
て
生
き
る
つ
も
り
。

結
び
と
し
て
、
長
生
き
の
秘
訣
は
、

〽
気
は
な
が
く
、
勤
め
は
堅
く
、
色
う
す
く
、
食
細
う
し

て
、
命
な
が
か
れ
、

〽
気
は
な
が
く
、
心
は
丸
く
、
腹
立
て
ず
、
口
を
つ
つ
し

め
ば
、
命
な
が
か
れ
、
あ
の
世
に
早
く
い
き
た
い
方
は
、

〽
気
は
短
く
、
勤
め
は
ず
る
く
。
色
深
く
、
食
太
う
し
て
、

命
短
か
か
れ
、
寿
命
は
天
が
定
め
る
も
の
、
生
き
て
る

時
は
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
、
過
ご
そ
う
で
は
、
あ
り

ま
せ
ん
か
。
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下
さ
い
。）

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
制
度
に

参
加
し
て
九
十
五
％
以
上
お
お
む
ね
良
か
っ
た
と
の
意
見
で

あ
る
が
、
私
な
り
に
問
題
点
を
考
え
て
み
る
。

・
守
秘
義
務
に
つ
い
て

裁
判
員
法
で
は
経
験
者
に
守
秘
義
務
を
課
し
て
違
反
す
る

と｢

六
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。」
と
あ
る
の
で
裁
判
員
を
経
験
し
た
と
の
話
が
殆
ど

聞
か
れ
な
い
。
守
秘
義
務
の
範
囲
は
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
い

る
の
で
も
う
少
し
自
由
な
意
見
表
明
が
で
き
る
よ
う
、
自
分

の
周
囲
に
も
こ
ん
な
人
が
経
験
し
た
、
そ
れ
な
ら
自
分
も
で

き
る
、
よ
り
制
度
が
身
近
か
に
感
じ
ら
れ
る
、
あ
ま
り
守
秘

義
務
を
強
く
出
さ
な
い
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
だ
罰

則
違
反
の
適
用
例
は
な
い
。

・
死
刑
判
決
に
つ
い
て

今
年
四
月
末
ま
で
に
検
察
は
被
告
二
十
四
人
に
死
刑
を
求

刑
う
ち
十
七
人
の
死
刑
を
言
い
渡
し
て
い
る
。
多
数
決
で
決

め
て
い
る
が
全
員
一
致
制
を
導
入
す
る
と
か
死
刑
に
つ
い
て

は
専
門
委
員
会
を
作
っ
て
決
め
る
べ
き
で
、
極
限
の
選
択
を

何
も
知
識
の
な
い
市
民
が
く
だ
せ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

・
職
免
制
度
に
つ
い
て

職
場
で
働
く
人
が
有
休
休
暇
で
参
加
す
る
こ
と
だ
。
貴
重

な
有
休
休
暇
を
強
制
的
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
の
に
使
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
は
納
得
で
き
な
い
。
ぜ
ひ
職
免
制
度
を
設
け

て
ほ
し
い
。

・
裁
判
員
の
ケ
ア
体
制
に
つ
い
て

福
島
で
の
死
刑
判
決
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
障
害
が
発
生
し
た

が
、
裁
判
員
を
努
め
た
後
の
障
害
等
に
関
し
て
充
分
な
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ケ
ア
体

制
の
充
実
を
望
む
。
裁
判
終
了
後
も
一
期
一
会
で
は
な
い
が

く
じ
4

4

で
偶
然
会
う
こ
と
に
な
っ
た
裁
判
官
と
裁
判
員
が
話
し

合
う
機
会
を
ぜ
ひ
裁
判
所
側
か
ら
話
を
し
て
頂
い
て
設
け
る

べ
き
で
、
少
し
で
も
心
の
ケ
ア
に
も
役
立
つ
こ
と
と
思
う
。

・
裁
判
員
を
拒
否
で
き
る
制
度

法
律
等
で
認
め
ら
れ
た
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
辞
退
で

き
る
が
、
仕
事
の
都
合
で
経
済
的
不
利
益
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
と
か
個
人
の
趣
味
（
例
え
ば
出
演
す
る
音
楽
の
演
奏
会

や
演
劇
等
）
も
考
慮
し
て
、
よ
り
辞
退
理
由
を
広
げ
て
ほ
し

い
。

名
簿
に
記
載
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
、
選
任
手
続
期
日

の
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
に
く
じ
4

4

で
五
十
名
か
ら
選
ば
れ

た
。
く
じ
4

4

な
の
で
誰
で
も
出
来
る
。
一
般
人
の
意
見
を
言
え

ば
よ
い
と
考
え
気
が
楽
に
な
り
、
手
続
及
び
審
理
・
判
決
と

六
日
間
参
加
し
、
審
議
・
評
議
を
し
た
。
同
年
六
月
に
は
施

行
後
三
年
経
過
し
た
の
で
東
京
地
方
裁
判
所
が
主
催
し
た
裁

判
員
経
験
者
の
意
見
交
換
会
（
八
名
）
に
参
加
し
た
。

（
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
サ
イ
ト
で
裁
判
員
裁

判
意
見
交
換
会
・
平
成
二
十
四
年
六
月
十
二
日
を
検
索
し
て

第
二
十
八
期

田　

端　
　
　

彰

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日　

裁
判
員
制
度
が
始
ま
っ

て
か
ら
四
年
。
本
来
制
度
は
、
施
行
三
年
で
の
見
直
し
規
定

を
設
け
て
い
る
は
ず
だ
が
経
過
報
告
が
殆
ど
な
い
。
そ
ん
な

矢
先
の
今
年
三
月
の
福
島
で
の
死
刑
判
決
に
よ
る
裁
判
員
の

ス
ト
レ
ス
障
害
が
発
生
し
、
や
っ
と
裁
判
員
制
度
の
話
題
が

久
し
ぶ
り
に
出
た
。

裁
判
員
制
度
は
個
別
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、
国
民
か
ら

選
ば
れ
た
六
人
の
裁
判
員
が
裁
判
に
参
加
し
て
、
三
人
の
裁

判
官
と
と
も
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど

の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め
る
制
度
で
国
民
の
視
点
、

感
覚
が
反
映
さ
れ
る
と
同
時
に
裁
判
全
体
に
対
す
る
国
民
の

理
解
が
深
ま
り
、
裁
判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
司
法
へ

の
信
頼
が
高
ま
っ
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
制
度
で
す
。

裁
判
員
の
選
び
方
は
前
年
秋
に
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か

ら
、
翌
年
の
裁
判
員
候
補
者
と
な
る
人
を
毎
年
く
じ
4

4

で
選

び
、
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
前
年
十
一
月
ご
ろ
候
補
者
へ
の

通
知
・
調
査
票
が
送
付
さ
れ
、
明
ら
か
に
裁
判
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
や
一
年
を
通
じ
て
辞
退
事
由
が
認
め
ら
れ

る
人
を
調
査
し
、
そ
し
て
事
件
ご
と
に
く
じ
4

4

で
五
〇
人
～

一
〇
〇
人
候
補
者
が
選
ば
れ
選
任
手
続
期
日
の
六
～
八
週
間

前
に
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ
・
質
問
票
が
送
付
さ
れ
、

指
定
さ
れ
た
日
時
に
裁
判
所
へ
行
き
、
裁
判
所
で
最
終
的
に

そ
の
事
件
の
裁
判
員
六
名
を
く
じ
4

4

で
決
定
す
る
。
一
年
間
で

裁
判
員
に
な
る
確
率
は
六
千
人
に
一
人
、
一
生
の
う
ち
で

一
二
〇
人
に
一
人
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
に

な
る
に
は
く
じ
4

4

で
三
回
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
平
成
二
十
三
年
の
候
補
者

裁
判
員
を
体
験
し
て
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第
二
十
九
期　

亀　

田　

光　

昭

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）
に
母
校
都
立
三
商
を
卒

業
し
て
五
十
一
年
。
東
京
理
科
大
学
（
理
学
部
化
学
科
）
に

進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
五
十
一
年
の
ほ
と
ん
ど
を
科
学

技
術
の
世
界
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
関
係
も
あ
っ
て

現
在
あ
る
財
団
法
人
で
、
大
学
で
生
ま
れ
た
研
究
成
果
の
中

か
ら
実
用
化
が
可
能
な
も
の
を
見
つ
け
出
し
、
少
し
の
加
工

を
研
究
者
と
と
も
に
加
え
て
、
一
般
企
業
に
お
い
て
製
品
と

し
て
実
用
化
し
て
も
ら
う
、
橋
渡
し
の
役
目
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
中
で
今
日
強
い
思
い
入
れ
を
も
っ
て
そ
の
実
用
化
を

計
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
一
つ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
津
波

に
よ
る
福
島
第
一
原
発
の
大
事
故
で
、
我
国
の
原
子
力
に
よ

る
発
電
が
一
ヶ
所
を
除
き
全
く
メ
ド
の
立
た
な
い
状
況
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
補
完
の
た
め
多
く
の
火
力
発
電

所
が
フ
ル
稼
働
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
も
燃

料
輸
入
に
と
も
な
う
負
担
増
と
、
化
石
燃
料
使
用
に
と
も
な

うCO
2

の
排
出
増
が
、
大
き
く
そ
の
前
途
に
の
し
か
か
っ
て

来
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
時
の
菅
政
権
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
幅
活
用
を
勧
め
る
べ
く
、
太
陽
光
（
四
二
円
）、

風
力
（
二
二
円
）、
水
力
（
二
四
円
）
等
に
よ
り
作
ら
れ
た

電
力
を
電
力
各
社
が
高
価
で
買
取
る
事
を
法
律
で
義
務
付
け

ま
し
た
。（
現
在
火
力
な
ら
一
〇
円
で
作
れ
る
）
そ
の
結
果
、

昨
平
成
二
十
四
年
度
は
全
国
各
地
で
そ
の
た
め
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
販
売
組
織
が
発
足
し
、
官
民
あ
げ
て
そ
の
た
め
の
設
備

構
築
に
走
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
最
高
値
で
の

買
取
り
が
、
向
こ
う
二
十
年
に
渡
り
約
束
さ
れ
て
い
る
太
陽

光
発
電
所
は
、「
ス
ー
パ
ー
ソ
ー
ラ
ー
」
の
名
の
も
と
に
全

国
各
地
に
作
ら
れ
て
、
そ
の
あ
ま
り
の
こ
と
に
現
政
権
は
そ

の
買
取
価
格
を
一
Ｋ
Ｗ
四
二
円
か
ら
一
割
減
の
三
七
・
二
円

に
値
下
げ
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
ま
で
生
ま
れ
て
お
り
ま

自
給
自
足
の
た
め
に

第
二
十
八
期　

吉　

野　

和　

敏

卒
業
か
ら
半
世
紀
、
よ
く
ま
あ
復
刻
し
た
も
の
で
す
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
昨
年
春
（
平
成
二
十
四
年
四
月
）｢

お
江
戸

さ
ん
ぽ
塾
（
江
戸
の
歴
史
と
、
学
生
時
代
を
楽
し
む
ミ
ニ
ク

ラ
ス
会
）｣

で
増
田
（
旧
姓
手
塚
）
さ
ん
が
、
ガ
リ
版
刷
り

の
懐
か
し
い
文
集
（
三
四
郎
＝
三
年
四
組
）
を
持
参
し
ま
し

た
。
思
わ
ず
、
皆
が｢

懐
か
し
い
！｣

と
、
手
に
取
り
昔
を

語
り
始
め
ま
し
た
。
と
同
時
に
、「
な
く
し
た
」｢

引
越
し
で

ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い｣

等
々
で
、
出
来
た
ら
復
刻
出

来
な
い
だ
ろ
う
か
、
の
声
で
す
。
そ
こ
は
四
組
、
斉
藤
先
生

の
教
え
子
で
す
。
人
の
難
渋
は
我
が
身
に
替
え
て
、
と
宝
田

君
が
パ
ソ
コ
ン
で
の
原
稿
作
成
を
買
っ
て
出
て
く
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
約
十
ヶ
月
、
文
字
の
か
す
れ
、
挿
絵
を
イ
ラ
ス

ト
に
等
々
、
苦
労
し
な
が
ら
百
五
十
頁
の
復
刻
文
集
原
稿
が

完
成
し
ま
し
た
。
頒
布
価
格
を
一
・
五
千
円
に
設
定
し
ま
し

た
の
で
、
印
刷
は
公
共
施
設
の
コ
ピ
ー
を
、
裁
断
は
吉
田
印

刷
に
、
な
ど
知
恵
を
出
し
て
当
初
の
目
論
見
通
り
作
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

希
望
者
に
は
頒
布
し
て
、
大
い
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
文
集

万
歳
、四
組
万
歳
で
す
。｢

文
集
を
語
る｣

集
い
を
開
催
し
て
、

ま
た
笑
い
に
ふ
け
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
八
歳
の
若
者
も

古
希
を
迎
え
ま
し
た
が
、
文
集
は
あ
の
時
の
ま
ま
の
青
春
で

す
。復

刻
文
集
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
文
集
復
刻
版
を
発
行
す
る
！

・
教
育
機
関
の
授
業
に
つ
い
て

当
然
現
在
の
制
度
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
二
十
歳
に
な
れ
ば

全
員
裁
判
員
裁
判
制
度
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
よ
り
教
育

現
場
で
裁
判
員
裁
判
に
つ
い
て
の
教
育
を
選
挙
権
の
よ
う
に

教
育
し
て
頂
き
た
い
。

・
く
じ
4

4

引
抽
選
に
つ
い
て

事
前
に
性
別
・
年
齢
別
に
分
け
て
均
等
に
選
ぶ
べ
き
で
、

一
方
的
に
片
寄
る
の
で
は
よ
り
幅
広
い
意
見
を
求
め
に
く
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

よ
り
誰
も
が
参
加
で
き
る
裁
判
員
制
度
の
早
急
な
る
見
直

し
を
求
め
た
い
。

※
参
考
資
料
『
よ
く
わ
か
る
裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ
』

（
最
高
裁
判
所
・
刊
）
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で
は
そ
の
人
口
の
一
〇
％
（
一
・
三
億
人
）
が
日
本
人
な
み

の
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、
残
る
九
〇
％
の
人
々
は
従
来
通

り
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
や
に
聞
い
て
い
ま
す
。
多
く

の
国
民
は
こ
の
貧
富
の
差
を
不
満
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

矛
先
を
か
わ
す
た
め
政
府
は
尖
閣
問
題
な
ど
、
対
外
強
硬
姿

勢
を
作
り
出
し
て
い
る
や
に
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
同
時

に
中
国
政
府
は
向
こ
う
十
年
で
あ
と
一
〇
％
、
今
日
の
富
裕

者
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
人
々
を
増
や
す
事
を
も
政
策
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
今
で
も
築
地
の
最
高
値
の
マ
グ
ロ
は

上
海
、
香
港
に
買
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
あ
と
一
〇
％
、

一
億
三
〇
〇
〇
万
人
は
我
国
の
総
人
口
一
億
二
六
〇
〇
万
人

よ
り
も
多
く
の
人
々
が
、
日
本
人
並
の
食
生
活
を
求
め
た

時
、
中
国
が
日
本
に
食
料
を
輸
出
で
き
る
と
は
到
底
思
え
ま

せ
ん
。
加
え
て
ア
フ
リ
カ
諸
国
も
、
そ
の
人
口
増
と
社
会
の

安
定
志
向
を
考
え
る
時
、
今
日
の
様
に
我
国
に
食
料
を
輸
出

し
て
く
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
題
目
の
も
と
に
、次
々

に
農
地
を
農
地
で
な
く
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
誰
も
が

知
っ
て
の
通
り
農
地
は
一
旦
、
農
業
生
産
を
や
め
た
ら
、
も

と
に
戻
す
の
に
畑
で
五
～
六
年
、
田
で
十
～
十
五
年
か
か
り

ま
す
。
十
年
先
に
世
界
が
食
物
を
売
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
て

か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。

私
は
、
今
、
こ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
事
と
農

作
物
の
効
率
の
良
い
生
産
方
式
の
組
み
合
わ
せ
を
、
あ
る
大

学
の
研
究
室
と
と
も
に
確
立
し
、
そ
の
成
果
を
企
業
に
紹
介

し
、
そ
の
実
証
実
験
段
階
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
に

は
す
ぐ
れ
た
農
業
技
術
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
日
本
の
農
業
を

学
び
ヒ
ン
ト
に
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
今
日
、
九
州
と
同
じ
国
土

で
世
界
第
二
位
（
七
七
三
億
ド
ル
）
の
農
作
物
輸
出
大
国
で

す
。
ほ
ん
の
二
十
年
ほ
ど
前
に
日
本
の
広
島
の
あ
る
農
園
の

カ
イ
ワ
レ
大
根
の
栽
培
法
に
学
ん
だ
方
式
が
出
発
点
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
世
界
五
十
一
位
の
日
本
は
そ
の
二
十
四
分
の

一
の
三
十
二
億
ド
ル
の
輸
出
し
か
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
日
本

の
科
学
と
農
業
の
技
術
と
企
業
の
経
営
方
式
を
も
っ
て
す
れ

ば
、
オ
ラ
ン
ダ
に
追
い
つ
く
事
は
決
し
て
夢
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う
し
ば
ら
く
こ
の
世
界
に
住
み
、
何
か
出
来
る
事
で

社
会
貢
献
を
目
指
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

す
。自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は

な
い
し
、
む
し
ろ
将
来
を
考
え
る
時
、
大
い
に
奨
励
し
て
し

か
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
と
て
、
も
う
少
し
広

い
視
野
で
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
事
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
、
今
日
こ

の
「
ス
ー
パ
ー
ソ
ー
ラ
ー
」
が
普
及
す
る
事
の
中
に
、
我
国

が
こ
の
後
被
る
で
あ
ろ
う
大
問
題
に
対
す
る
大
き
な
負
担
を

見
た
時
、
我
々
は
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
走
っ
て
い
る
事
に

気
付
き
、
戦
慄
を
さ
え
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ソ
ー
ラ
ー
の
多
く
が
、
い
わ
ゆ
る
遊
休
農
地
と

称
さ
れ
て
い
る
農
地
の
有
効
利
用
と
し
て
、
不
動
産
業
者
に

借
用
さ
れ
、
そ
こ
に
ス
ー
パ
ー
ソ
ー
ラ
ー
の
メ
ー
カ
ー
を
始

め
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
等
の
一
流
企
業
が
、「
原
発
の
代
替
と

し
て
」
の
使
命
感
を
持
っ
て
、
そ
の
普
及
を
推
し
進
め
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
底
辺
に
は
、
我
国
の
専
業
農
家
の
平

均
年
齢
六
五
・
八
歳
、
そ
し
て
後
継
者
不
足
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
事
は
自
明
で
す
。

今
日
、
世
界
の
人
口
は
七
〇
億
人
。
二
〇
五
〇
年
に
は

百
億
人
に
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
球
は
、
も
と

も
と
種
と
し
て
の
人
類
に
与
え
る
食
糧
（
エ
サ
）
は
大
自
然

ベ
ー
ス
で
は
十
億
人
分
し
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
大
自
然
の

摂
理
か
ら
人
類
は
そ
の
個
体
数
は
十
億
人
を
超
え
る
事
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
一
七
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
産

業
革
命
の
後
、
科
学
技
術
は
こ
の
大
自
然
の
ル
ー
ル
を
人
と

い
う
種
は
破
っ
て
、
つ
い
に
今
日
多
く
の
種
を
絶
滅
に
追
い

や
る
な
ど
し
て
、
こ
の
地
球
に
そ
の
住
み
家
を
広
げ
、
そ
の

エ
サ
の
範
囲
を
「
調
理
」
の
名
の
も
と
に
拡
大
し
続
け
、
今

日
七
十
億
人
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
数
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。今

日
我
国
は
、
そ
の
食
料
の
自
給
が
四
十
％
代
前
半
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飽
食
の
時
代
と
し
て
、
よ
ほ
ど
の
事

例
を
除
い
て
は
日
々
飢
え
る
事
な
く
、
よ
り
美
味
な
る
も
の

を
求
め
て
い
る
人
々
が
、
国
民
の
大
部
分
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
米
を
除
い
た
多
く
の
主
食
類
は
外
国
か
ら
の

輸
入
を
も
っ
て
賄
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
現
状
は
、

こ
の
ま
ま
永
久
に
続
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
あ
と
十
年
た
っ
た
ら
中
国
は
日
本
に
食
料
を
輸
出
し

な
い
、
い
や
、
出
来
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
今
日
、
中
国

第
八
十
期　

安　

藤　

沙
也
香

三
商
を
卒
業
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
街
中
で
高
校
生
を
見
る
と
楽
し
か
っ
た
高
校
生
活
を
思

い
出
し
、
一
年
前
に
戻
り
た
い
な
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
三
商
で
過
ご
し
た
三
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
は

と
て
も
大
切
な
時
間
で
し
た
。
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

思
い
出
は
、
今
の
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
特
に
資
格

取
得
に
向
け
て
勉
強
し
た
こ
と
は
一
番
の
思
い
出
で
す
。

私
は
高
校
生
活
で
、
多
く
の
資
格
試
験
に
挑
戦
し
て
き
ま

し
た
。
商
業
科
目
の
簿
記
や
電
卓
を
は
じ
め
、
英
語
や
漢
字

な
ど
の
検
定
も
受
験
し
ま
し
た
。
友
達
と
問
題
を
出
し
合
っ

た
り
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
合
っ
た
り
し
て
勉
強
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
時
に
は
勉
強
す
る
の
が
嫌
に
な
っ
た

り
、目
標
を
見
失
い
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

友
達
も
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
と
や
る
気
も
出
て
、
逃
げ
出

さ
ず
に
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
友
達

と
よ
り
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

思
い
出
は
今
の
私
の
心
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
税
務
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
税
務
の
基

礎
は
簿
記
な
の
で
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
内
容
が
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。
時
に
は
難
し
い
事
も
あ
っ
た
り
、
思
い
通
り
に

仕
事
が
進
ま
な
か
っ
た
り
し
て
辛
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
友
達
も
仕
事
や
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
と
、

自
分
も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
い
う
気
持
が
湧
い
て
き
ま
す
。

思
い
出
と
友
達
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
高
校
生

の
時
と
変
わ
ら
ず
、
楽
し
い
思
い
出
を
沢
山
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

八
十
期
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第
十
九
期　

岡　

野　

静　

夫

今
回
三
商
十
九
期
生
の
集
い
大
関
会
の
有
志
に
よ
る
氷
園

旅
行
会
で
、
幹
事
勝
亦
氏
の
お
世
話
で
オ
ー
ナ
ー
メ
ン
バ
ー

の
木
村
滋
男
氏
の
紹
介
に
よ
り
、
豪
華
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
熱

海
の
初
島
エ
キ
シ
ブ
ク
ラ
ブ
へ
出
か
け
た
。（
氷
園
の
名
の

由
来
は
、
五
月
十
八
日
急
逝
さ
れ
た
竹
内
巳
喜
男
氏
の
軽
井

沢
の
別
荘
の
名
に
よ
る
）

朝
目
覚
め
る
と
、
同
室
の
青
木
氏
が
昨
夜
あ
れ
か
ら
幹
事

部
屋
で
十
時
過
ぎ
ま
で
二
次
会
が
あ
り
、
再
び
飲
ん
だ
が
、

小
生
を
起
こ
し
に
来
た
も
の
の
、
良
く
寝
込
ん
で
い
た
の
で

起
こ
さ
な
か
っ
た
と
の
事
。
昼
間
も
飲
ん
で
お
り
、
傘
寿
を

迎
え
た
仲
間
諸
兄
の
元
気
な
事
に
驚
き
ま
し
た
。

展
望
浴
場
で
朝
風
呂
に
入
り
、
気
分
爽
快
、
朝
食
前
の
小

一
時
間
、
青
木
氏
と
前
庭
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
等
の
付
帯
ゾ
ー
ン
を
軽
く
散

策
、
朝
の
新
鮮
な
空
気
に
浸
っ
た
。

八
時
か
ら
朝
食
、
一
階
の
初
海
で
、
こ
れ
ま
た
海
鮮
素
材

の
立
派
な
和
定
食
、
ビ
ー
ル
、
お
酒
で
軽
く
迎
い
酒
の
後
、

美
味
し
く
頂
い
た
。
若
干
メ
タ
ボ
の
小
生
、
い
つ
も
朝
、
昼
、

は
軽
く
済
ま
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
日
間
の
ア
ル
コ
ー
ル

と
美
食
で
体
重
が
一
キ
ロ
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に

な
っ
た
。

朝
食
後
、
出
発
ま
で
自
由
時
間
、
小
生
は
カ
ロ
リ
ー
を
減

六
月
七
日
（
金
）
東
京
発
七
名
、
途
中
参
加
四
名
、
快
速

ア
ク
テ
ィ
ー
に
乗
車
、
一
路
熱
海
に
向
か
う
。
小
生
は
横
浜

で
途
中
乗
車
、
先
頭
一
号
車
平
日
の
下
り
で
幹
事
の
読
み
ど

お
り
車
内
も
空
い
て
お
り
、
座
席
も
確
保
さ
れ
て
お
り
無
事

合
流
で
き
た
。
ち
ょ
う
ど
昼
時
で
も
あ
り
。
車
内
で
小
宴
会

も
始
ま
っ
て
い
た
。

途
中
事
故
の
影
響
で
、二
十
分
程
遅
れ
心
配
を
掛
け
た
が
、

藤
沢
で
青
木
氏
、
小
田
原
で
森
氏
も
無
事
合
流
、
熱
海
駅
に

一
時
半
過
ぎ
に
到
着
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
、
熱
海
港
に
向
か

っ
た
。

熱
海
港
で
は
木
村
氏
が
一
人
先
着
、
乗
船
券
等
諸
々
の
手

配
を
済
ま
せ
我
々
を
待
っ
て
く
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
総
勢

十
六
名
が
合
流
、（
急
逝
さ
れ
た
竹
内
氏
、
急
病
の
小
西
氏

の
欠
け
た
の
が
残
念
）
早
速
、
富
士
急
マ
リ
ン
の
高
速
船
に

乗
船
、
初
島
港
に
向
か
う
、
や
や
風
が
あ
り
波
も
高
か
っ
た

が
、
快
晴
で
気
持
ち
良
い
二
十
五
分
の
船
旅
で
あ
っ
た
。

港
か
ら
迎
え
の
エ
キ
シ
ブ
ク
ラ
ブ
の
バ
ス
に
乗
り
、
約
五

分
、
三
時
前
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。

木
村
氏
の
先
導
で
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
、
オ
ー
ナ

ー
ズ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
集
合
、
部
屋
割
り
（
予
め
ク

ジ
引
き
で
決
定
）、
今
後
の
予
定
な
ど
確
認
、
各
自
部
屋
に

入
っ
た
。

さ
す
が
オ
ー
ナ
ー
ズ
メ
ン
バ
ー
の
紹
介
だ
け
に
宿
泊
施
設

の
最
上
階
七
階
で
部
屋
も
広
く
、
設
備
も
充
実
、
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
は
、
熱
海
、
伊
東
、
川
奈
、
大
室
山
、
小
室
山
、
天
城

山
等
の
山
並
み
、
目
を
転
ず
れ
ば
大
島
、
利
島
、
と
素
晴
ら

し
い
展
望
が
開
け
て
い
た
。

一
服
後
、
八
階
の
展
望
温
泉
大
浴
場
で
景
色
を
愛
で
な
が

ら
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
。
宴
会
は
六
時
か
ら
と
云
う
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
各
自
自
由
時
間
、
小
生
は
ホ
テ
ル
前
の
庭
を

散
策
し
た
。

宴
会
で
は
、
開
宴
に
先
立
ち
幹
事
の
発
声
で
乾
杯
と
、
亡

く
な
ら
れ
た
竹
内
氏
の
冥
福
を
祈
り
献
杯
し
た
。
料
理
は
海

鮮
素
材
中
心
の
和
懐
石
で
評
判
ど
う
り
の
美
味
、
ア
ル
コ
ー

ル
も
飲
み
放
題
、
わ
い
わ
い
、
が
や
が
や
賑
や
か
に
楽
し
く

過
ご
し
た
。

八
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り
、
部
屋
に
戻
っ
た
が
、
小
生

暫
ら
く
し
て
バ
タ
ン
キ
ュ
ウ
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
翌
朝
四
時

過
ぎ
ま
で
爆
睡
し
て
し
ま
っ
た
。

氷
園
旅
行
会 

初
島
ク
ラ
ブ 

旅
行
記
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第
三
十
三
期
卒　

佐
久
間　

保　

人
（
剣
道
部
）

三
十
三
期
同
期
生
を
中
心
と
し
た
「
バ
ン
ザ
イ
三
商
」
と

言
う
掲
示
板
が
あ
り
ま
す
。
も
う
九
年
前
に
な
る
の
で
す
が

そ
こ
に
投
稿
し
た
も
の
を
要
約
し
て
転
載
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
左
の
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
琵
琶
湖
に
次
ぐ

湖
、
霞
ヶ
浦
で
す
。
わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
牛
久
市
か
ら
は

ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。
今
日
、同
期
生
剣
道
部
奥
山
さ
ん（
ア

ダ
名　

文
豪
）
と
こ
の
霞
ヶ
浦
を
一
周
し
て
き
ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
と
こ
の
地
図
を
見
て
剣
道
部
や
書
道
部
の
み
な
さ
ん

は
も
う
お
解
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
麻
生
町
へ
行
っ
て
き

た
の
で
す
。

事
の
は
じ
ま
り
は
「
女
房
に
捨
て
ら
れ
た
」

今
朝
十
時
頃
、松
戸
に
住
む
奥
山
さ
ん
に
電
話
し
ま
し
た
。

「
あ
の
さ
！
な
に
し
て
ん
の
」

奥
山
「
か
み
さ
ん
は
、
朝
早
く
出
て
行
っ
た
し
、
娘
二
人

は
バ
イ
ト　

な
ー
っ
も
す
る
こ
と
な
い
の
」

佐
久
間
「
う
ち
も
同
じ
、う
ち
の
も
朝
早
く
出
て
行
っ
て
、

朝
飯
は
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
！
昼
飯
食
い
に
こ
な
い
？　

そ
れ
ま
で
に
今
日
の
過
ご
し
方
考
え
て
お
く
か
ら
さ
！
」

九
十
五
才
の
義
母
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
に
行
っ
て
い
ま
す

か
ら
、う
ち
の
か
み
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る
夕
方
ま
で
私
も「
な

ー
っ
も
す
る
こ
と
な
い
の
」

そ
う
だ
！
！
あ
の
暑
い
夏
の
日
を
思
い
出
し
た
！
！

二
人
で
、
牛
久
の
名
店
蕎
麦
屋
「
梧
桐　

あ
お
ぎ
り
」
で

生
粉
打
ち
蕎
麦
を
食
べ
な
が
ら
考
え
つ
い
た
の
は
、
麻
生
町

の
あ
の
合
宿
跡
を
訪
ね
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
な
ら
一
時

間
で
着
く
で
し
ょ
う
し
、
奥
山
文
豪
の
創
作
活
動
の
取
材
に

も
な
る
有
意
義
な
一
日
な
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
わ
け
で
一
時
過
ぎ
に
奥
山
さ
ん
の
愛
車
イ
ス
ト
で
牛
久

を
出
発
し
ま
し
た
。

合
宿
は
先
輩
の
暖
か
い
好
意
で
・
・
・

剣
道
部
の
合
宿
は
ま
ず
、
募
金
集
め
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

合
宿
へ
の
カ
ン
パ
を
お
願
い
す
る
は
が
き
を
送
り
、
夏
休
み

が
入
る
と
す
ぐ
に
剣
道
部
先
輩
の
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。

当
時
は
い
く
ら
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
自
家
営
業
の
先
輩
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
関
係
で
カ
ン
パ
は
比
較
的
順
調
で
し

た
。
遠
く
の
先
輩
は
、
送
金
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
管

理
を
や
っ
て
い
た
の
は
剣
道
部
の
誰
な
ん
で
し
ょ
う
。
奥
山

君
は
こ
ん
な
こ
と
で
き
な
い
し
、
小
林
君
は
そ
ん
な
に
部
活

に
熱
心
で
な
か
っ
た
し
、
も
ち
ろ
ん
私
も
記
憶
に
あ
り
ま
せ

ん
。
や
る
と
し
た
ら
同
期
で
は
浅
見
さ
ん
だ
け
で
す
ね
。
と

ら
す
べ
く
？
森
氏
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
か
ら
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
抜
け
、
初
島
灯
台
、
初
島
公
園
か
ら
初
島

港
の
上
の
畑
を
経
由
、
ホ
テ
ル
へ
と
、
初
島
の
東
半
分
を
大

島
、
三
浦
半
島
、
真
鶴
岬
等
、
展
望
し
な
が
ら
、
軽
く
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
た
。（
約
一
時
間
、
五
二
〇
〇
歩
、
四
キ
ロ
弱
）

細
田
氏
は
、
大
島
、
利
島
、
伊
豆
半
島
方
面
の
展
望
を
楽
し

み
な
が
ら
西
半
分
を
廻
っ
た
と
の
事
、
他
の
諸
兄
も
夫
々
、

散
策
を
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。

十
時
半
に
は
全
員
ホ
テ
ル
に
帰
り
、
ロ
ビ
ー
で
歓
談
、
土

産
物
を
物
色
し
た
り
し
て
い
た
が
、時
間
に
余
裕
あ
る
の
で
、

予
定
よ
り
一
時
間
早
い
十
一
時
二
十
分
の
船
に
乗
る
こ
と
に

決
定
、
送
迎
バ
ス
で
初
島
港
に
向
か
っ
た
。
森
氏
が
若
い
？

お
ば
さ
ん
達
と
、
他
の
バ
ス
に
乗
っ
て
第
二
漁
港
へ
い
っ
て

し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
歩
い
て

来
ら
れ
、
無
事
間
に
合
い
ま
し
た
。

高
速
船
は
定
時
出
航
、
海
上
は
天
気
も
良
く
、
波
静
か
、

展
望
も
良
か
っ
た
が
、
伊
豆
、
箱
根
連
山
に
黒
雲
が
発
生
し

て
お
り
、
熱
海
港
に
着
く
前
、
小
雨
に
み
ま
わ
れ
た
が
、
た

い
し
た
こ
と
も
な
く
済
ん
だ
。
下
船
後
、
都
合
よ
く
バ
ス
が

あ
り
、
小
生
ほ
か
十
二
名
熱
海
駅
に
向
か
う
。
藤
井
、
森
、

青
木
、
の
諸
氏
は
木
村
氏
の
高
級
車
に
同
乗
、
送
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

バ
ス
組
が
熱
海
駅
に
着
く
と
、
こ
れ
ま
た
都
合
よ
く
、

十
二
時
〇
三
分
発
の
快
速
ア
ク
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
急
い
で
乗

車
、
席
を
確
保
し
、
電
車
が
動
き
出
し
た
が
、
増
田
、
中
村

の
両
氏
が
見
当
た
ら
な
い
。
乗
り
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
、
細
田
氏
が
探
し
て
呉
れ
た
り
し
た
が
、
次
の
湯
河

原
駅
で
合
流
出
来
、
ほ
っ
と
し
た
。

小
生
は
藤
沢
駅
で
下
車
、
小
田
急
経
由
で
帰
宅
し
た
が
、

他
の
諸
兄
も
車
内
歓
談
し
な
が
ら
、
夫
々
無
事
帰
宅
し
た
と

の
こ
と
。

若
干
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
も
の
の
、天
気
に
恵
ま
れ
、

豪
華
な
ホ
テ
ル
で
、
美
味
し
い
料
理
を
満
喫
、
素
晴
ら
し
く

楽
し
い
一
泊
二
日
の
旅
で
あ
っ
た
。

か
え
す
が
え
す
も
竹
内
氏
の
急
逝
が
お
し
ま
れ
る
、
ご
冥

福
を
祈
り
た
い
。
お
世
話
頂
い
た
幹
事
の
勝
亦
さ
ん
、
藤
井

さ
ん
、
そ
し
て
木
村
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

秋
に
は
、
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
伊
勢
神
宮
参
拝
、
伊
勢
志
摩

観
光
を
予
定
し
て
い
る
と
の
事
、楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

「
あ
の
夏
の
合
宿
」
と

「
２
０
０
４
年
の
夏
」
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和
四
十
九
年

に
こ
の
高
台

に
移
転
し
て

い
た
の
で
し

た
。
残
念
な

が
ら
、
あ
の

合
宿
の
思
い

出
ひ
と
か
け

ら
も
見
つ
け

ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

夏
の
剣
道
具

四
十
年
前

の
夏
の
日
は
地
獄
で
し
た
。
昨
日
の
汗
が
乾
い
て
い
な
い
胴

衣
と
防
具
（
面
・
胴
・
小
手
）
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
面
は
一
度
着
け
た
ら
脱
い
で
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
頬
か
ら
あ
ご
は
汗
で
「
ヌ
ル
ヌ
ル
」。
目
に

入
る
汗
も
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
あ
の
汚
さ
、
臭
さ
、
不
潔
さ
は

ひ
ど
か
っ
た
の
で
す
が
、
で
も
柔
道
部
よ
り
は
清
潔
で
、
イ

ン
キ
ン
タ
ム
シ
は
剣
道
部
に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
日
鎌

倉
小
町
通
り
（
同
期
柔
道
部
渡
邊
幸
蔵
さ
ん
奥
さ
ん
孝
子
さ

ん
の
ア
メ
リ
カ
ン
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
展
示
会
に
行
っ
て
き
ま

し
た
）
に
こ
ん
な
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

今
の
剣
道
部
は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
防
具
で
稽
古
し
て

い
る
よ
う
で
す
。「
防
具
を
洗
う
！
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
信
じ
ら

れ
な
い
！
！
！
」「
さ
っ
ぱ
り
し
た
剣
道
部
員
！
許
せ
な

い
！
！
」「
俺
た
ち
の
あ
の
不
潔
な
青
春
は
な
ん
だ
っ
た
ん

だ
！
！
」

柏
屋
旅
館
は
？

だ
ん
だ
ん
と
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
さ
て
柏

屋
旅
館
は
も
う
廃
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
は
突
き
止
め
ま

し
た
が
、
せ
め
て
跡
地
だ
け
で
も
探
し
た
い
と
、
こ
ん
な
時

は
古
い
商
店
の
方
に
聞
く
の
が
一
番
で
す
。
そ
れ
も
米
屋
な

ん
か
が
い
い
の
で
す
が
・
・
・
・
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
パ
ン

屋
、
夏
は
氷
屋
。
店
先
で
は
大
き
な
氷
を
大
き
な
ノ
コ
ギ
リ

で
「
シ
ャ
ッ
、
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ッ
」
夏
で
す
ね
。「
柏

柏
屋
旅
館
と
麻
生
高
校

記
憶
に
あ
る
の
は
、
麻
生
町
で
の
宿
泊
が
「
柏
屋
旅
館
」

と
い
う
名
だ
っ
た
こ
と
と
、
麻
生
高
校
の
武
道
場
で
す
。
問

題
は
柏
屋
旅
館
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
で
す
。
私
の
家
か
ら

は
佐
原
、
潮
来
を
通
っ
て
一
時
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
麻

生
町
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
夏
の
暑
い
日
で
す
。
だ

れ
一
人
町
の

中
を
歩
い
て

い
る
人
は
い

ま
せ
ん
。
典

型
的
な
過
疎

地
帯
！
！
県

道
を
外
れ
た

旧
道
（
な
ん

か
来
た
こ
と

が
あ
る
よ
う

な
）
で
農
家

の
方
に
聞
き

ま
し
た
。「
あ

の
ー
麻
生
高

校
は
ど
っ
ち
の
方
で
す
か
？
」「
こ
こ
ら
へ
ん
に
柏
屋
旅
館

っ
て
あ
り
ま
す
か
」「
う
ー
ん
だ
。
麻
生
高
校
は
次
の
信
号

を
右
で
、
坂
の
上
だ
が
」「
柏
屋
旅
館
は
、
そ
の
信
号
の
先

で
も
も
う
と
っ
く
の
と
う
に
、
旅
館
は
や
っ
て
な
い
っ
ぺ
」

（
す
い
ま
せ
ん
ち
ょ
っ
と
演
出
過
多
で
し
た
。
そ
ん
な
方
言

は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
）

あ
の
麻
生
高
校
は
移
転
し
て
い
た

ち
ょ
っ
と
記
憶
と
違
う
ん
で
す
。
奥
山
さ
ん
に
聞
い
て
も

無
理
で
す
。
昔
の
こ
と
は
す
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
よ

っ
ぽ
ど
剣
道
部
合
宿
が
辛
い
思
い
出
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
遠
く
ま
で
そ
れ
も
坂
を
上
が
っ
て
い
っ
た
記

憶
が
な
い
の
で
す
。
校
門
を
入
る
と
大
き
な
校
舎
で
す
。
配

置
図
で
武
道
場
を
探
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ら
し
き
建
物
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
県
大
会
を
や
っ
て
い
ま

す
。
私
達
が
期
待
し
て
い
た
「
竹
刀
」
や
「
メ
ー
ン
・
ド
ウ

ー
」
の
音
は
ど
こ
か
ら
も
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

ど
う
も
記
憶
と
違
う
は
ず
で
し
た
。
校
門
の
脇
に
「
校
舎

移
転
建
設
の
碑
」
っ
て
の
が
あ
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
昭

こ
ろ
が
私
達
が
卒
業
し
て
か
ら
、
後
輩
達
が
募
金
で
訪
ね
て

き
て
も
、
冷
た
い
も
ん
で
し
た
。
私
は
送
金
し
た
記
憶
が
あ

り
ま
せ
ん
。

剣
道
部
夏
の
合
宿

ま
あ
な
ん
と
凛
々
し
い
少
年
剣
士
達
で
し
ょ
う
か
！
！
私

達
が
二
年
生
の
時
の
麻
生
町
で
の
合
宿
で
す
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
合
宿
の
資
金
集
め
、
そ
し
て
合
宿
へ
出
発
し
ま
す
。
当

時
は
両
国
か
ら
総
武
線
で
行
っ
た
記
憶
と
、
上
野
か
ら
常
磐

線
（
蒸
気
機
関
車
で
）
で
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

ち
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
行
き
先
は
「
佐
原
」
で
す
。

佐
原
か
ら
麻
生
町
へ
は
バ
ス
で
行
き
ま
す
。
大
き
な
剣
道
道

具
を
引
き
ず
り
な
が
ら
麻
生
町
を
目
指
し
ま
す
。
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「
失
礼
し
ま
す　

こ
ち
ら
の
方
で
す
か
？　

柏
屋
旅
館
が

あ
り
ま
し
た
よ
ね　

私
達　

高
校
生
剣
道
部
の
合
宿
で
四
十

年
前
に
こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な
っ
た
ん
で
す
」「
な
ん
だ
ぁ

　

お
め
え
た
ち
ぃ　

三
商
生
か
ぁ
」
尻
上
が
り
茨
城
弁
で
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
・
・
・
・
・

こ
の
右
側
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
柏
屋
旅
館
の
前
で
駄
菓
子

屋
を
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
よ
く
三
商
生
に
は
か
き
氷
を

買
っ
て
貰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
奥
ち
ゃ
ん
の
後
ろ
の
お
二

人
が
柏
屋
旅
館
の
子
孫
の
方
で
す
。
三
商
生
の
合
宿
の
こ
と

は
大
変
よ
く
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
そ
う
だ
な
ぁ　

あ
の
頃
は
ぁ　

剣
道
部
や
書
道
部
の
み

ん
な
が
来
て
く
れ
て
た
な
ぁ
」「
古
暮
先
生
も
亡
く
な
っ
た

ら
し
い
ね
ぇ
」
ご
主
人
は
以
外
と
最
近
の
情
報
も
お
持
ち
の

よ
う
で
す
。「
そ
う　

み
ん
な
が
来
て
く
れ
た
の
は　

ち
ょ

う
ど
今
頃
の
季
節
だ
っ
た
な
ぁ　

」
こ
の
三
人
も
あ
の
頃
の

暑
い
夏
を
思
い
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
奥
山
文
豪
と
あ
の
頃
訪
ね
る
」「
あ
の
夏　

あ
の
合
宿
」

は
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
す
。
実
を
言
う
と
も
う
一
つ
行
っ
て

見
た
い
場
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
・
・
・
・
あ
の
移
転
し
て

し
ま
っ
た
麻
生
高
校
の
跡
は
「
麻
生
小
学
校
」
に
な
っ
て
い

屋
さ
ん
な
ら
、
次
の
蕎
麦
屋
を
右
に
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
・・・
」

こ
の
大
き
な
通
り
沿
い
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が

右
に
曲
が
る
と
「
オ
ウ
オ
ウ
、
昭
和
の
建
物
だ
」「
こ
の

古
い
店
で
・
・
・
聞
け
ば
・
・
・
」
店
主
は
暇
の
よ
う
で
「
柏

屋
さ
ん
は
こ
の
向
か
い
だ
よ
。
い
ま
は
も
う
な
い
け
ど
・・・
」

「
門
は
昔
の
ま
ま
だ
ね
」
な
ん
て
言
い
な
が
ら
案
内
し
て
く

れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
見
つ
け
ま
し
た
。
柏
屋
旅
館
の
四
十
年

後
で
す
。

残
っ
て
い
た
の
は
こ
の
門
だ
け
で
す
。
な
ん
か
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
門
の
向
こ
う
に
母
屋
で
、
そ
の
向
こ
う
に
三

間
続
い
た
平
屋
の
部
屋
が
合
宿
所
で
し
た
。
さ
て
柏
屋
の
そ

の
後
は
、
こ
の
あ
と
衝
撃
的
な
出
会
い
が
・
・
・
・

柏
屋
旅
館　

ゆ
か
り
の
人
と
・
・
・

さ
て
つ
い
に
麻
生
町
で
、
あ
の
夏
の
合
宿
旅
館
「
柏
屋
」

を
探
し
出
し
た
「
初
老
探
偵
団　

奥
山
・
佐
久
間
」
で
す
が
、

記
憶
の
底
に
か
す
か
に
残
っ
て
い
る
「
柏
屋
」
の
門
。
そ
の

奥
へ
と
・
・
・
・
・
も
ち
ろ
ん
あ
の
平
屋
作
り
の
旅
館
は
跡

形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
私
達
が
過
ご
し
た
三
間
続
き

の
建
物
跡
に
は
大
き
な
二
階
屋
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
お
年
寄
り
三
人
が
立
ち
話
を
し
て
い
ま
す
。

る
そ
う
で
す
。
柏
屋
の
方
に
聞
く
と
、
昔
の
面
影
が
少
し
残

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い
ま
で
も
き
っ
と
あ
そ
こ
に
は
木
造

の
武
道
場
と
大
き
な
道
場
が
残
っ
て
い
る
気
が
す
る
ん
で

す
。
そ
し
て　

あ
そ
こ
に
行
け
ば　

あ
の
頃
の
少
年
剣
士
達

の
声
と　

あ
の
竹
刀
の
音
が　

耳
の
底
か
ら　

出
て
く
る
は

ず
で
す
。
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
な
の
で
す
が
、
同
期
の
み
ん

な
と
あ
の
合
宿
を
乗
り
切
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
辛
い

人
生
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
っ
て
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。

「
奥
山
文
豪
」
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
「
思
い

出
は
そ
っ
と
し
て
置
く
も
ん
だ
」
と
・
・
・
・
で
も
「
あ
の

夏
の
合
宿
」
は
思
い
出
せ
ば　

元
気
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん

か
？あ

れ
か
ら
四
十
年
後　
　

二
〇
〇
四
年
夏　

と　

二
〇
一
三
年
夏
の
私
た
ち
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東京魚市場　三水会

会　長　藤枝　精治（2 4期）

副会長　鬼澤　好男（2 5期）

会　計　加藤　晋一（2 8期）

幹　事　土方　敏之（2 9期）

　〃　　宇田川武志（3 1期）

　〃　　中村　一好（3 2期）

昭和25（1950）年発足
40（1965）年10月17日第一ホテルにて創立15周年開催
45（1970）年10月18日椿山荘にて創立20周年開催
55（1980）年9月27日東京會舘にて創立30周年開催

[三水会の歴史]

平成　2（1990）年10月20日 ホテルメトロポリタンにて創立40周年開催　
12（2000）年 スエヒロにて創立50周年開催
22（2010）年 インターコンチネンタル東京ベイにて創立60周年開催

三商で学んだ商人道を基に営業しております。

18期　北原　郁夫

19期　桐ヶ谷正保（ツ尾清）

23期　井上　武久（て良）

24期　加藤　守宏（加藤）

24期　藤枝　精治（尾藤）

25期　鬼沢　好男（伊勢由）

26期　渡辺　照雄（渡福）

27期　伊藤　隆悠（西保）

28期　加藤　晋一（佃亀新）

28期　谷島　　隆

29期　土方 ｠敏之（土方）

31期　宇田川武志（金 宇田川）

32期　中村　一好（増分）

49期　宇田川浩一（平井支店）
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素材の良さと
伝統の味を
守り続ける老舗

東京都中央区日本橋室町
1-12-3

電話 03-3241-1025
（日・祝日休み）

創業 文久年間

橋本　敬（20期）
http://www.n-toyoda.com

二
階
椅
子
席
二
〇
名
、
椅
子
席
一
〇
名
に
て

　

ク
ラ
ス
会
等
に
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
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ス
料
理
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鴨
な
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、
鳥
す
き
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揃
え
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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中
小
企
業
、
納
税
者
の
権
利
拡
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努
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～同級生からのコメント～

昭和29年10月第1回全国高等学校簿記コンクール
に出場団体戦優勝都立三商（荻野・西脇・中川）
個人の部優勝（荻野弘康）

どじょうすくい踊り教室
　読売日　本

テレビ文化センター錦糸町（第１＆３日曜日
10：00～11：30）

　朝日カルチャーセンター千葉（第２＆４金曜日
13：00～14：30）

講師　後 藤 省 三（28期）

安来節保存会 踊師範（大利根支部）
〒272-0033 千葉県市川市市川南1-1-8-808

TEL&FAX 047-321-0786

（墨田区銘品名店会）住所／130-0022
　　　東京都墨田区江東橋
　　　　　　　　4－20－4

定休日：土曜及び祝日です

河西紀道
（第25期）

TEL／03－3631－5850
手
打
蕎
麦

今 村 ガ ラ ス輝

トステム・YKK・不二サッシ
ラス・アルミサッシ・スチールドア工事
都知事許可（般-13）第36530号

（第22期）今    村    輝   男

〒110-0012 東京都台東区竜泉3丁目9番7号
T E L  0 3 （ 3 8 7 3 ） 5 9 2 7 ㈹
F A X  0 3 （ 3 8 7 3 ） 6 3 6 9

魚河岸

海老.貝仲卸

土　方　商　店

土方敏之（第29期）

〒104-0045 東京都中央区築地5-2-1
電話&FAX 03（3541）8408

有限会社 大　石　商　会

取 締 役
会 　 長 大　  石　 傑　一　郎

リサイクルショップ

てるてるぼうず

曳舟本店  〒131-0032 東京都墨田区東向島2-14-1
メゾンド大石1F　　☎3616-2434（代）

東向島店  〒131-0031 東京都墨田区墨田1-15-15ライオンズプラザ1F
☎3616-2430

自 宅  〒111-0051 東京都台東区蔵前4-28-5 蔵前大石ビル4F
☎3861-0084　FAX 3861-0067

（23期珠算部）
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『両国の駅のおそばの大関庵
　　 味も良ければ盛りもよいよい』

そ ば 処 大 　 関 　 庵
19期　大　関　 守

J R 両 国 駅 西 口
国技館通り中程 TEL . 03-3631-0728

株式会社　早 川 商 会
取締役会長 早　川　嘉　一

第 2 6 期 （卓球部）
〒123-0873　東 京 都 足 立 区 扇 1-45- 22
TEL　03- 3898- 3336・6996
FAX　03- 3889- 6909
hayakawa-s@tokyo.email.ne.jp

特殊製袋加工・印刷
紐付巾着袋・フィンバッグ・手提バッグ
テープハンドルバッグ・LD丸底袋
LDジャケット袋・ファイル用袋各種

株式会社　杉本好二商店
代表取締役 杉　本　光　男

第 2 6 期 （卓球部）

〒130-0002　東京都墨田区業平1-17- 5
TEL　03- 3623- 2185
FAX　03- 3623- 1859

砂　利　・　砂　・　セ メ ン ト ・　砕　石
生コンクリート・アスファルト　販売店

公益社団法人

細田木材工業株式会社
代表取締役会長
細田 安治　（19期）

合法木材供給
事業者認定
［輸入協-037］

〒136-0082
東京都江東区新木場
2-5-3

TEL 03 -3521 -8701（代）FAX 03 -3521 -8708
e -ma i l : ceo@woody -ar t -hosoda . co . jp
ht tp : //www.woody -ar t -hosoda . co . jp/

おしゃれエプロンメーカー

有限会社

取締役会長 （第22期）

〒272 - 0 0 2 1　市川市八幡4-17-33

TEL047-334-5027 Fax047-334-5432

篠  﨑

篠﨑　清

梱包・輸送・倉庫業

日祥梱包倉庫株式会社
代表取締役　有　坂　祥　一（第22期）
移転先　〒251-0035　神奈川県藤沢市片瀬海岸1-9-8-410

TEL・FAX 0466-22-0851
勤務先　日祥梱包倉庫㈱

神奈川県藤沢市遠藤4651
TEL 0466-48-5641　FAX 0466-48-8533

http//www.nisshokonpo.com　　E-mail : info@nisshokonpo

20期丸喜株式会社

代表取締役会長

河　原　啓　介

本　　社
〒111-0032 東京都台東区浅草6 - 4 - 1 2
Phone:03-3876-1751   Fax:03-3875-6168
h t t p : / / w w w . m a r u k i - n e t . c o m
E -ma i l : k - k awa h a r a@ma r u k i - n e t . c om

フットウエア製造卸
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30期 氏家　賢

別館／墨田区石原3-17-3
電話　03-3622-8343
FAX　03-3622-8349

本館／墨田区石原3-17-3-101
電話　03-3626-4466

http://e-sumaida.gr.jp/toriyosi/
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一般社団法人 千 葉 県 宅 地 建 物 取 引 業 協 会
公益社団法人 全国宅地建物取引業保証協会千葉本部

公認　不動産コンサルティングマスター

西　邨　昭　一（第31期）

〒260-0024 千葉市中央区中央港1-17-3（千葉県不動産会館）

 TEL：043-241-6671　FAX：043-245-0866

（自宅）

〒279-0042 浦安市東野2-6-1

 TEL：047-353-0932　FAX：047-353-4533

専　任　相　談　員

有限会社 平林油店
（JX日鉱・日石エネルギーエネオス特約店）

（第21期）平林 慶雄

南砂給油所
　　　江東区南砂3-4-5

宇喜田給油所
　　　江戸川区宇喜田1223

自　　　宅
　　　江東区南砂4-19-13

03(3644)4487

表　具　処

創業天保年間

経　新　堂　稲　崎
五代目店主

〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町2丁目48番7号
TEL: 03-3666-6494
FAX: 03-3666-6989
http://www.kyoushindo.com
E-mail: info@kyoushindo.com

（第22期）稲 﨑 棟 史

税 　 理 　 士
社会保険労務士
行　政　書　士

石 川 　 昭（昭和33年卒）

石 川 昭 税 理 士 事 務 所
石川社会保険労務士事務所
行政書士  石川昭事務所
〒224-0001 横浜市都筑区中川1-18-11皆川ビル4階
TEL  0 4 5 - 9 1 1 - 5 4 5 4  FAX 0 4 5 - 9 1 1 - 5 3 9 6
E メール　 akira-ishikawa@tkcnf.or.jp
自宅　都筑区中川1- 2 A801   TEL045- 912- 5056

第十五期
同期生一同
世話人一同

（ 塚 越 泰 一 ）
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